
番 号

令和 5 年 10 月 5 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

学校法人 慈恵大学  理事長 栗原 敏

〒105-8471　東京都港区西新橋3-19-18

電話( 03 ) 3433 － 1111

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒105-8461　東京都港区西新橋3-25-8

学校法人　慈恵大学　理事長　栗原　敏

東京慈恵会医科大学附属病院

東京慈恵会医科大学附属病院病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

247慈本管（2023）

厚生労働大臣 開設者名

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和４年度の業務に関して報告します。

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注） 標榜している診療科名について記入すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

リハビリテーション科 病理診断科 形成外科 肝臓外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

歯科口腔外科 



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

649 93 680.5 78 0

7 2 7.7 18 99

65 0.1 65.1 8 0

0 0 0 17 0

49 0 49 0 0

1049 8.8 1057.8 26 10

0 0 0 9 50

4 0 4 0 200

26 2.6 28.6 74 102

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 4 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　　小島　博己　　　　　） 任命年月日

東京慈恵会医科大学セーフティーマネージメント委員会に出席等、病院長(病院管理者)として安全管理を行う。

合計

8

19

22

23

25

23

11

308

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 25

39

50

7

32

11

13

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

49 0 0 0 1026 1075

精神 感染症 結核 療養

助産師

看護師 医療社会事業従事者

一般 合計



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

52 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

248.88 ㎡ （主な設備）

602.98 ㎡ （主な設備）

553.21 ㎡ （主な設備）

79.83 ㎡ （主な設備）

153.73 ㎡ （主な設備）

168.61 ㎡ 室数 室 人

2049 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

電子顕微鏡、自動免疫測定装置等

電子顕微鏡、自動免疫測定装置等

机、PC、冷蔵庫等

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

8

8

収容定員

蔵書数

4～20

27万

11174.45

10

SRC構造

SRC構造

36.03

ベッド等

クリーンベンチ、インキュベータ等

講義室

図書室 RC、S構造

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

［専用室の場合］

［共用室の場合］

SRC構造

SRC構造

床面積

床面積

共用する室名

SRC構造

SRC構造

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

［固定式の場合］

［移動式の場合］

病床数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1010.07

SRC構造 人工呼吸装置

入院1388.2剤　外来502.3剤　           計      1890.8

238.3075

4

24

450

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

713.5

2982.4

1.9

48.4

715.4

3030.8

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

歯科等以外 歯科等 合計



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

21867

19734

4371

33253

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

紹介率 78.9 逆紹介率 59.3

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

橋本　廸生
公益財団法人日本医療機能
評価機構理事・横浜市立大学

名誉教授

医療に係る安全管理に関す
る識見を有する者 1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

棚瀬　慎治
弁護士法人棚瀬法律事務所・

弁護士
法律に関する識見を有する者 1

岩本　裕
ＮＨＫラジオセンター・チーフ・

プロデューサー

医療メディアに関する識見を
有する者（医療従事者以外の

者）
2

落合　和徳

東京慈恵会医科大学客員教
授

新百合ヶ丘総合病院常勤顧
問

医療に係る安全管理に関す
る識見を有する者

その他の学術経験を有する
者

1

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

ホームページに掲載

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

1

1

2

2

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

CYP2D6遺伝子多型検査

内視鏡的胃局所切除術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2

2

3

2

4

9

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

プローブ型共焦点レーザー顕微内視鏡による胃上皮性病変の診断　胃上皮性病変

反復経頭蓋磁気刺激療法　薬物療法に反応しない双極性障害の抑うつエピソード

術後のアスピリン経口投与療法　下部直腸を除く大腸がん（ステージがIII期であって、肉眼による観察及び
病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

先　進　医　療　の　種　類   

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 ABBV-066/M16-000 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 ABBV-066/M16-066 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 M14-430 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 CNTO1959UCO3001 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 CNTO1959CRD3001 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 RPC01-3103（オザニモド） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 NPC-25-3 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

NPC-25の低亜鉛血症患者に対する実薬対照非盲検比較試験(非劣性試験）

医療技術名 腸管上皮分化誘導を介した新しい炎症性腸疾患治療薬の開発 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

大腸内視鏡検査時に採取した腸管上皮を用いて、分化誘導を介した新しい炎症性腸疾患治療薬の開発を行う

医療技術名 炎症性腸疾患における腸管上皮防御機構破綻機序の解明と粘膜治癒促進治療の開発 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

炎症性腸疾患の粘膜治癒促進治療における自己組織化ペプチドハイドロゲルPuraStatの有用性を検証する。

医療技術名 肝癌組織を用いた発癌・転移・再発・薬剤抵抗性制御機構の解明 取扱患者数 60

当該医療技術の概要

肝癌組織を用いて、発癌・転移・再発・薬剤抵抗性制御機構の解明する

医療技術名 慢性肝疾患におけるサルコペニア診断バイオマーカーの同定 取扱患者数 437

慢性肝疾患において有用なサルコペニア診断バイオマーカーの検討と同定を行う

医療技術名 自己免疫性消化器病疾患における血中miRNAの解析と新規バイオマーカーの同定 取扱患者数 137

当該医療技術の概要

自己免疫性消化器病疾患において、血中miRNAの解析を行うことで新規バイオマーカーの同定を試みる

クローン病患者を対象として，risankizumabの有効性及び安全性を評価する多施設共同無作為化二重盲検プラセボ対照52週間維持療
法試験及び非盲検継続投与試験

潰瘍性大腸炎患者を対象としてrisankizumabの有効性及び安全性を評価する多施設共同無作為化二重盲検プラセボ対照52週間維持
療法試験及び非盲検継続投与試験

M14-431 試験又はM14-433 試験を完了したクローン病患者を対象としたウパダシチニブ（ABT-494）の有効性及び安全性を評価する多
施設共同無作為化二重盲検プラセボ対照維持療法及び長期継続投与試験

中等症から重症の活動期の潰瘍性大腸炎患者を対象とするグセルクマブの有効性及び安全性評価を目的とした第 2b/3 相，ランダム
化，二重盲検，プラセボ対照，並行群間比較， 多施設共同試験

中等症から重症の活動期のクローン病患者を対象とするグセルクマブの有効性及び安全性評価を目的とした第 Ⅱb/Ⅲ相，ランダム化，
二重盲検，プラセボ及び実薬対照，並行群間比較， 多施設共同試験

日本人の中等症又は重症の活動性潰瘍性大腸炎患者を対象としてOZANIMODを経口投与したときの有効性及び長期安全性を評価す
る第2/3相多施設共同ランダム化二重盲検プラセボ対照試験

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



医療技術名 胆膵疾患における血中miRNAの解析と新規バイオマーカーの同定 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

胆膵疾患において、血中miRNAの解析を行い、新規バイオマーカーの同定を試みる

医療技術名 薬剤抵抗性の切除不能膵癌患者に対する核酸医薬STNM01の超音波内視鏡ガイド下投与の第Ⅰ/Ⅱa相臨床試験の附随研究 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

薬剤抵抗性の切除不能膵癌患者に対し、核酸医薬STNM01の超音波内視鏡ガイド下に投与を行う第Ⅰ/Ⅱa相臨床試験の附随研究

医療技術名 神経超音波検査を用いた急性期脳梗塞診療 取扱患者数 200

当該医療技術の概要

医療技術名 集学的診療に基づく虚血性脳卒中に対する再還流療法 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 神経免疫疾患に対する集学的免疫加療 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的卵円孔開存閉鎖術中の頚部貼付型超音波によるモニタリング 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 急性期脳出血に対する病巣側高頻度反復性経頭蓋磁気刺激 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

急性期脳出血患者を対象として、通常治療に加え病巣側高頻度反復性経頭蓋磁気刺激を行い、その有効性と安全性を検討する。

医療技術名 片頭痛に対する抗CGRP抗体療法 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 MRIガイド下筋膜・筋生検による炎症性筋疾患の早期診断 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

炎症性筋疾患，特に皮膚筋炎や抗合成酵素症候群では発症早期から筋膜に炎症を認める。そこで、MRIをガイドとし

て筋膜と筋組織を連続的に生検する方法により炎症を早期に検出し、筋膜・筋組織の発現分子に関して検討している。

医療技術名 超音波パワードップラー法を用いた炎症性筋疾患の診断技術の開発 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

上記研究により皮膚筋炎や抗合成酵素症候群では発症早期から筋膜に血流シグナルの増加が認められることを示し

た。血流シグナルは筋膜炎や筋炎の検出に有用なため、炎症性筋疾患の鑑別や病態評価に応用している。

医療技術名 シェーグレン症候群患者における中枢性感作の評価法の開発 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

関節リウマチ患者において関節腫脹が改善しても疼痛が残存し自覚的改善が得られない場合がある。

関節リウマチ患者における自覚症状と中枢性感作の関連を質問票を用いて検討している。

医療技術名 nail fold capillaroscopyを用いたレイノー症状の評価法の確立 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

レイノー症状を有する自己免疫性疾患患者では、nail fold capillaryの以上を有することが知られている。

レイノー症状を有する患者にnail fold capillaroscopyを施行し、強皮症を中心とする自己免疫疾患の早期診断を試みている。

医療技術名 連続血糖測定（CGM） 取扱患者数 約340

当該医療技術の概要

血糖値を連続的に記録する機器

医療技術名 インスリンポンプ療法 取扱患者数 88

当該医療技術の概要

インスリンを持続的に注入する治療法

多発性硬化症、視神経脊髄炎スペクトラム疾患、重症筋無力症などの神経免疫疾患に対し、従来のステロイド治療の他、生物学的製剤、
重症例では血液浄化療法や大量γグロブリン療法が選択可能である。

救急部、放射線診断部、脳血管内治療部、集中治療部、脳神経内科、リハビリテーション科が協力し、超急性期脳梗塞例に対し経静脈
的線溶療法を実施、早期社会復帰を目指す。

急性期脳梗塞、一過性脳虚血発作に対して頸部血管エコー、経頭蓋超音波検査、経食道心臓超音波検査を駆使し病態を把握、適切な
病型診断に基づく治療戦略を立てる。

脳梗塞の原因となる卵円孔開存の閉鎖術中の右左シャント量を新規開発デバイスである頚部貼付型超音波によりモニタリングし、術前後
のシャント量を評価する。

従来の治療法で発作を抑制できない片頭痛症例に対して、抗CGRP抗体によって症状の軽減、発作頻度の減少、生活機能の回復を目指す。



医療技術名 リアルタイムCGM機能付きインスリンポンプ（SAP） 取扱患者数 54

当該医療技術の概要

CGMと連動してインスリンを持続的に注入する機器

医療技術名 HLA半合致血縁者間造血幹細胞移植 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

HLA一致のドナーを見いだせない難治性造血器悪性腫瘍の患者に対して、HLA半合致血縁ドナーから同種造血幹細胞移植を行う。

医療技術名 がんマルチプレックス遺伝子パネル検査 取扱患者数 110

当該医療技術の概要

医療技術名 腫瘍由来循環DNAを用いた微小残存白血病病変の検出 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

白血病患者に対して、腫瘍由来循環DNAを標的として微小残存腫瘍病変を検索する。

医療技術名 難治性造血器悪性腫瘍に対するCAR-T細胞療法 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

難治性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫または急性リンパ性白血病に対してCAR-T細胞療法を行い有効性と安全性を検討する。

医療技術名 カテーテル心筋焼灼術 取扱患者数 391

当該医療技術の概要

頻脈性不整脈の原因となる心筋部位を、経皮的に挿入したカテーテルを用いて高周波焼灼や冷凍凝固等の方法

医療技術名 経カテーテル的大動脈弁置換術 取扱患者数 21

当該医療技術の概要

開胸手術困難な高齢者や多くの持病をかかえた重症大動脈弁狭窄症患者に対して経カテーテル的大動脈弁置換術を行う

ことにより、死亡のみならず繰り返す心不全による入退院や手術侵襲によるADL低下も予防しうる治療である。

医療技術名 経皮的僧帽弁接合不全修復術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

外科的開胸手術がハイリスクである重症僧帽弁逆流症例に対し、経カテーテル的に低侵襲で僧帽弁逆流を制御することが

でき、死亡や心不全再入院を防ぐことが出来る治療である。

医療技術名 特発性肺線維症に対する細胞外小胞治療用製剤開発および実用化 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

細胞外小胞であるエクソソーム医薬品を用いた特発性肺線維症に対する医師主導治験。

医療技術名 双極性障害の抑うつエピソードに対する反復経頭蓋磁気刺激療法（ｒTMS） 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

反復経頭蓋磁気刺激（ｒTMS）は、脳皮質を非侵襲的に刺激し、ニューロンの活動性を変化させる技術である。

薬物治療が奏功せず、治療抵抗性を示す双極性障害の抑うつエピソードの患者を対象にｒTMS療法を実施している。

医療技術名 人工膝関節置換術におけるカスタムカッティングディバイスの研究開発 取扱患者数 0

当該医療技術の概要：人工膝関節置換術において、患者個々の膝関節および骨の状態をCTならびにMRI撮像し、専用の

ソフトを用いて3次元的な術前計画を立て、理想的な骨と人工膝関節の設置位置に製造されたディバイスが、手術計画に

合致した位置に装着できるか、正確性、有効性、適合性を検証し、さらに開発を行う。

医療技術名 人工膝関節置換術におけるカスタム・ペイシェント・インストゥルメント の臨床評価 取扱患者数 0

当該医療技術の概要：人工膝関節置換術において、患者個々に構築された3次元骨モデルに合致する手術器械を

オーダーメードで製造し、患者の関節に装着して骨切りを行うことにより、その適合性および関節面との安定性について

評価する。術後は単純X線像を用いて検証する。

医療技術名 術中CT、および術中CT画像を用いた脊椎ナビゲーション手術 取扱患者数 25

当該医療技術の概要: 側弯症などの脊柱変形手術では術中（全身麻酔下、手術体位）に手術室内に装備された

多軸型CT装置を用いて3次元のCT画像を撮像し、それをもとにナビゲーション手術を行っている。

医療技術名 同種骨移植を用いた脊椎固定術 取扱患者数 0

当該医療技術の概要：一般に脊椎固定術における骨移植には自家骨（局所骨や腸骨）が使用されるが、再手術例や

高度変形により骨盤までの固定が必要な症例では、自家骨を使用出来ない。そのような症例では、同種骨を用いた

脊椎固定術を行っている。

難治性のがんの遺伝子解析を行い、現在行われている臨床試験に登録が可能か検討する。また新規薬剤の開発につながる遺伝子変異を検索する。



医療技術名 同種骨移植を併用した人工股関節再置換術 取扱患者数 7

当該医療技術の概要：人工股関節再置換術では、既存のインプラント抜去後にしばしば高度の骨欠損を合併し再建が

困難となる。そこで、このような骨欠損を伴う骨盤あるいは大腿骨を、同種骨移植を用いて補強または再建しながら新たな

人工関節コンポーネントを設置して人工股関節再置換術を行う技術である。

医療技術名 高位脱臼型股関節症に対する大腿骨短縮骨切り術を併用した人工股関節置換術 取扱患者数 0

当該医療技術の概要：高位脱臼型股関節症に対して通常の方法で人工股関節置換術を行うと、下肢長が延長しすぎて

神経麻痺などの合併症を生じてしまう。そこで、大腿骨転子下部を2～5cmにわたって切除する短縮骨切り術を併用しながら

人工股関節置換術を実施する技術である。

医療技術名 小児や成人の重度股関節障害に対する骨盤骨切り術（または臼蓋形成術）と 大腿骨切り術の同時併用法        取扱患者数 0

当該医療技術の概要：小児では先天性股関節脱臼後に生じた高度変形や重症ペルテス病など、成人では変形が

高度な二次性変形性股関節症が対象となる。通常は骨盤側あるいは大腿骨側どちらか一方の手術が行われるが、

重症変形症例では両方の手術の同時併用法が必要となる。

医療技術名 人工関節感染に対する関節運動機能を付与した抗菌薬含有セメントスペーサー法 取扱患者数 3

当該医療技術の概要：股、膝などの人工関節置換術後に深部感染を生じた症例には、一期的に病巣掻爬と

インプラント（一部または全部）の抜去、二期的に関節再建を行う治療法が行われるが、両手術間の待機期間中に

関節運動機能を付与した特殊な抗菌薬含有セメントスペーサーを応用する治療技術である。

医療技術名 悪性神経膠腫に対する腫瘍細胞並びに腫瘍形成細胞と樹状細胞との融合細胞を用いた免疫療法 取扱患者数 34

当該医療技術の概要

医療技術名 術中DynaＣＴによる再構成ナビゲーション下脳腫瘍摘出術 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 硬性鏡による脳室内操作におけるtrasparent sheathを用いたtrajectoryの拡大 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 頚椎人工椎間板置換術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 重積発作を繰り返す難治性てんかん患者に対する反復経頭蓋磁気刺激療法 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 ＭＲＩ撮影および超音波検査融合画像に基づく前立腺針生検 取扱患者数 140

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する凍結治療 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

医療技術名 MK-3475/E7080 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 AZD2281/MEDI4736 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 MK-3475 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

前立腺癌に対する放射線治療後再発に対して主に施行されている。

前立腺癌疑いの方に対し、ＭＲＩとエコー画像を融合して、より正確に癌を採取する。

難治性てんかん患者で従来の薬物治療、てんかん根治術としての開頭術、てんかん緩和治療としての迷走神経刺激療法が適応外ない
しは効果が低く、てんかん重積を繰り返す症例に対しあらたなてんかん緩和治療として反復経頭蓋磁気刺激療法を施行する。

頚椎椎間板ヘルニアおよび頚椎症性脊髄症、神経根症に対する新規治療として、人工椎間板を用いた頚椎前方手術を施設および資格
医師限定で施行している。

これまで硬性鏡による脳室内操作において、構造物のため目標に到達できなかった症例でもtransparentsheathを用いてtrajectoryを拡大
し合併症なく治療を遂行することでき、現在症例を集積中である

手術室でDynaCTを術中に撮影し、再構成した画像を利用してナビゲーション下で腫瘍を摘出する。開頭術の術中に脳が偏位した際で
も、リアルタイムな画像を元に低侵襲で確実に全摘出することができる。

悪性神経膠腫に対する被験者自身の腫瘍細胞及び樹状細胞との融合細胞を用いた自家腫瘍ワクチン療法の臨床研究であり、未知の抗
原を含むあらゆる腫瘍特異抗原に対する免疫反応の誘導が期待される。これまでの臨床研究から高い安全性が確認されており、先進医
療実施を目指し、保険収載を最終目標としている。

治療抵抗性、再発又は転移性子宮頸癌の未治療患者を対象としたMK-3475及び化学療法併用投与とプラセボ及び化学療法併用投与
を比較する二重盲検、プラセボ対照、無作為化、第Ⅲ相試験

新たに診断された進行卵巣癌患者を対象として、デュルバルマブと化学療法及びベバシズマブとの併用投与後にデュルバルマブ、ベバ
シズマブ及びオラパリブを維持療法として投与する無作為化二重盲検プラセボ対照多施設共同第III相試験（DUO-O試験）

進行子宮体癌患者を対象にE7080及びMK-3475の併用療法と治験担当医師選択治療の有効性及び安全性を比較する第Ⅲ相無作為
化多施設共同非盲検試験



医療技術名 AZD2281 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 CCRC-001-M 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 M7824 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 durvalumab/olaparib/carboplatin 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 Tisotumab vedotin 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

白内障手術時に多焦点眼内レンズを挿入することにより、術後の明視域を拡大することができる。

医療技術名 角膜、結膜の扁平上皮内癌に対する5-フルオロウラシルの点眼治療 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

角結膜の扁平上皮癌に対する低侵襲の抗癌剤点眼治療が近年海外で注目されている。

5-FUによるパルス点眼療法を実施している。

医療技術名 側頭骨亜全摘 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍摘出術（頭蓋底切除再建含む） 取扱患者数 53

当該医療技術の概要

医療技術名 経カテーテル大動脈弁留置術 取扱患者数 23

当該医療技術の概要

医療技術名 大動脈弁閉鎖不全症に対する大動脈弁形成術 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 右小開胸ポートアクセス低侵襲心臓手術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 上肢麻痺に対する経頭蓋磁気刺激療法と集中的リハビリテーション 取扱患者数 49

当該医療技術の概要

脳卒中・脳梗塞後遺症片麻痺患者に対し、経頭蓋磁気刺激の施行と集中的リハビリテーションを併用した世界初の手法。

医療技術名 失語症に対するFMRIを用いた経頭蓋磁気刺激療法と集中的リハビリテーション 取扱患者数 24

当該医療技術の概要

失語症患者に対し、脳画像を撮影し活動箇所を把握し、経頭蓋磁気刺激と集中的リハビリテーションを併用した世界初の手法。

二次又は三次治療の再発又は転移を有する子宮頸癌を対象にtisotumab vedotinと治験担当医師が選択した化学療法とを比較検討す
る、第3相、無作為化、非盲検試験

新たに診断された進行子宮内膜癌又は再発子宮内膜癌患者を対象に、一次治療としてのｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙとﾃﾞｭﾙﾊﾞﾙﾏﾌﾞの併用
療法及びその後のｵﾗﾊﾟﾘﾌﾞ併用又は非併用下でのﾃﾞｭﾙﾊﾞﾙﾏﾌﾞ維持療法を検討する無作為化二重盲検ﾌﾟﾗｾﾎﾞ対照多施設共同第III相
試験

プラチナ系化学療法の実施中又は実施後に病勢進行が認められた切除不能進行子宮頸癌患者を対象としたbintrafusp alfa（M7824）単
剤療法の第II 相多施設共同非盲検試験

子宮内膜異型増殖症・子宮体癌に対するメドロキシプロゲステロンとメトホルミンの併用妊孕性温存療法の用量反応性試験

統合型ゲノム解析によるトランスレーショナルリサーチを用いた、高異型度卵巣癌患者を対象としたオラパリブ維持療法に関する多施設共
同第II相臨床試験

従来は胸骨正中切開で心臓手術を施行していたが、出血、感染、疼痛、胸骨動揺などの問題点があったが、本法を用いることにより、こ
のような合併症を減らせるばかりか美容的にも大変優れている術式である。

大動脈弁閉鎖不全症に対する通常の外科的治療は人工弁を用いた大動脈弁置換術であるが、人工弁にまつわる数々の合併症を回避
するために大動脈弁を温存した手術を施行している。

通常の人工心肺を用いた大動脈弁置換術に耐術不能なハイリスクの大動脈弁狭窄症患者に対して開胸することなく大腿動脈経由で生
体弁を大動脈弁位に留置する方法を他科を交えたハートチームで実施。



医療技術名 SPECT統計画像解析に基づいた高次脳機能障害のリハビリテーション 取扱患者数 38

当該医療技術の概要

SPECT統計画像解析に基づいた高次脳機能障害のリハビリテーションを外来にて施行している。

医療技術名 機能改善を主眼に置いたボツリヌス毒素の投与とリハビリテーション 取扱患者数 957

当該医療技術の概要

重度麻痺でも機能改善するように麻痺側中枢からボツリヌスを注射し、リハビリと組み合わせる世界でも類を見ない手法

医療技術名 多血小板血漿（PRP）による難治性腱炎、腱症に対する治療 取扱患者数 17

当該医療技術の概要

難治性のアキレス腱、膝蓋腱のそれぞれ腱炎、腱症、さらに、上腕骨外側上顆炎に対して、PRP療法を用いることで、

高い効果が認められている。

医療技術名 胆道・膵臓疾患に対する第2世代超音波造影剤を用いた造影超音波内視鏡検査 取扱患者数 93

当該医療技術の概要

医療技術名 アカラシアに対するPer-Oral Endoscopic Myotomy 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 病的肥満に対する内視鏡的スリーブ状胃形成術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 新規トラクションディバイスを用いたカウンタートラクション下ESD 取扱患者数 215

当該医療技術の概要

医療技術名 胃上皮性病変に対するプローブ型共焦点レーザー顕微内視鏡の診断能 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡的胃局所切除術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 胸腹部大動脈瘤に対する枝付きステントグラフト内挿術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 弓部大動脈瘤に対するRIBS（Retrograde in situ stentgrafting)変法によるステントグラフト内挿術 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

医療技術名 傍腎動脈型腹部大動脈瘤に対するSnorkel法によるステントグラフト内挿術 取扱患者数 16

当該医療技術の概要

医療技術名 頸動脈狭窄症に対する慈大式頸動脈内膜剥離術（慈大式CEA） 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 Iliac Branch Endoprosthesisを用いた内腸骨動脈再建腹部大動脈ステントグラフト術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

経口的に挿入した消化器内視鏡を用いて、胃粘膜下腫瘍の切除および切除後欠損部の閉鎖を行う低侵襲内視鏡治療

生体内で非侵襲的・リアルタイムに組織像を描出し、従来の生検を必要としない光学的な生検（オプティカルバイオプシー）を可能とする
プローブ型共焦点レーザー顕微内視鏡の胃上皮性病変に対する診断能を評価する。

消化管癌に対するESDの際、当院で開発した粘膜を牽引するデバイスを用い、良好な視野展開を得ながら切開を行う

病的肥満症例の減量及びメタボリックシンドロームの改善を目指し胃を内視鏡的に縫縮する。

食道アカラシア症例の下部食道括約筋の病的肥厚部を内視鏡的に粘膜下層内部から切開することで手術と同等以上の診療成績が得ら
れる。

通常の超音波内視鏡観察のみでは診断困難な早期膵臓癌や胆嚢癌などの診断を新規超音波用造影剤を使用することで精度改善する。

従来では開腹での人工血管置換術による治療しか手立てがなかった傍腎動脈型腹部大動脈瘤に対し、腎動脈や他の腹部内臓分枝に
カバードステントやステントによる枝をたてるSnorkel法を応用し、ステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う方法。

従来では胸骨正中切開し脳循環を維持しながらの循環停止による人工血管置換術が一般的で、適応が限られていた弓部大動脈瘤に対
し、RIBSの手技を応用し、循環停止することなくステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う方法。

従来では開胸・開腹での人工血管置換術による治療しか手立てがなかった胸腹部大動脈瘤に対し、腹部内臓分枝にカバードステントや
ステントにより枝をつけステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う手術法。

従来、頸動脈狭窄症に対する内膜剥離術は10-15cm程度の皮膚切開をおき内膜を取る方法が主流であったが、手技を工夫することで約
3cmの切開で治療可能となった。また術中に造影を行うことで追加でステントを挿入するなどハイブリッド治療も可能である。

既存のステントグラフトでは再建困難であった、内腸骨動脈再建可能なDeviceを使用した新型のステントグラフトによる腹部大動脈瘤ステ
ントグラフト術。



医療技術名 慢性解離性大動脈瘤に対するステントグラフト術 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 切除不能胆道癌における塩酸ゲムシタビン、シスプラチン、及びTS-1　併用療法 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下肝切除 取扱患者数 41

当該医療技術の概要

医療技術名 局所進行膵臓癌に対する術前化学放射線療法 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 非侵襲的装着型オキシメーターとインドシアニングリーン蛍光造影を用いた食道癌手術時の胃管血流評価 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

食道癌手術時の胃管作成前後での血流評価を行い、術後合併症との関連を検討する。

医療技術名 食道切除再建術時における術中神経モニターを用いた反回神経損傷の予防 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

食道切除再建術時に術中神経モニターを用いることの反回神経損傷の予防効果を検討する．

医療技術名 腹腔鏡下センチネルリンパ節生検を用いた、早期胃癌に対する縮小手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

胃癌センチネルリンパ節転移の有無を赤外線内視鏡検査を用いて術中検索し、転移陰性であれば縮小手術を行い胃を温存する。

医療技術名 胃悪性腫瘍に対するロボット支援下手術 取扱患者数 14

当該医療技術の概要

医療技術名 JACCRO GC-11 (FirSTAR試験) 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

術後補助化学療法中または終了後早期に再発した胃癌に対するCapeOX＋ニボルマブ療法の有効性、安全性を検証する第II相試験

医療技術名 高度肥満症患者に対する内視鏡的スリーブ状胃形成術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

内視鏡を用いて胃内腔を細くすることで摂食制限をする、高度肥満に対する新しい治療方法

医療技術名 噴門形成術を併施したスリーブ状胃切除術の実施 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

術後逆流性食道炎の併発が問題となるスリーブ状胃切除術に、逆流予防目的に噴門形成術を併施した術式

医療技術名 逆流性食道炎、NERD患者に対するHigh-resolution manometryによる病態把握 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

High-resolution manometry、PHモニターを用いた病態の解析と術式の検討

医療技術名 大腸癌に対する鏡視下手術 取扱患者数 152

当該医療技術の概要

大腸悪性腫瘍に対する鏡視下手術を、根治性を損なうことなく安全に取り入れるための工夫と対策。

従来では開胸および開腹での広範囲切開による人工血管置換術が一般的で、適応が限られていた胸腹部大動脈瘤に対し、ステントグラ
フト内挿術による瘤の空置を行う方法。

局所進行切除不能および境界型膵癌に対する塩酸ゲムシタビン+ナブパクリタキセル療法と強度変調放射線治療併用療法の治療効果
を期待する方法である。至適放射線照射線量の設定、Conversion手術率がend pointである。

高難度手術である肝切除を腹腔鏡下で行い、腹腔鏡の利点である拡大視効果による精密手術、気腹圧効果による出血量減少、体壁破
壊減少による創痛の軽減を目指す。

肝移植が最も有効な治療法である進行性不可逆性肝疾患患者に対して、根治を目的としてその健康な六親等内の血縁者あるいは配偶
者から肝臓の一部の提供を受けて、生体肝移植を行う。血液型不適合症例にも対応している。

切除不能胆道癌における標準治療である塩酸ゲムシタビン＋シスプラチンの併用療法にTS-1を併用することでさらなる治療効果を期待
する方法である。生存期間の延長とclinical benefit responseの改善がend pointである。第２相臨床試験が終了し第３相試験実施中。

胃悪性腫瘍に対するロボット支援下手術を、根治性を損なうことなく安全に取り入れるための工夫と対策。さらに、短期、長期予後を検討
する。



医療技術名 直腸悪性腫瘍に対するロボット支援下手術 取扱患者数 16

当該医療技術の概要

医療技術名 鏡視下手術における腹壁瘢痕ヘルニア合併予防のための対策 取扱患者数 16

当該医療技術の概要

医療技術名 炎症性腸疾患に対する鏡視下手術の導入 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

潰瘍性大腸炎、クローン病に対する鏡視下手術の導入と、安全性の検討。安全性を確保するための対策と工夫。

医療技術名 回腸人工肛門造設時のoutlet　ｏｂｓｔｒｕｃｔｉｏｎ合併に対する検討と工夫 取扱患者数 26

当該医療技術の概要

医療技術名 赤外光を用いた臓器、血流同定による合併症低減の工夫 取扱患者数 150

当該医療技術の概要

医療技術名 硬性気管支鏡による気道の治療 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

硬性気管支鏡を用いて、食道との瘻孔、気管・気管支の狭窄の治療を行っている。

医療技術名 大容量肝臓切除術前における肝静脈、門脈同時塞栓術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

肝臓外科と協力し、拡大右葉切除など大容量肝臓切除術前に門脈塞栓のみならず、肝静脈塞栓を加え、残肝容量を増大させ周術期の肝不全の予防を行い、従来であれば切除不能であった病変の積極的な外科治療を施行している。

医療技術名 進行上顎洞癌に対する放射線併用シスプラチン動注術 取扱患者数 37

当該医療技術の概要

進行上顎洞癌の標準治療は外科的切除であるが、顔面の変形など術後の整容性や眼球摘出によるADL低下など患者にとって非常に負担を強いる治療であり、手術不可の際には全身化学療法放射線治療のみが選択肢であり、その予後は不良であり我々は耳鼻科と協力し、放射線を併用しカテーテルを外頸動脈の栄養血管に選択挿入しシスプラチン動注を施行しており、良好な成績を収めている。

医療技術名 局所進行切除不能膵臓癌に対する術前化学放射線療法 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 高リスク前立腺癌に対する単回ＨＤＲおよびＩＭＲＴの併用療法 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的気管切開　　　　 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

 気管支鏡および頚部エコーを併用し安全かつ迅速に経皮的気管切開を施行する。

医療技術名 体外式膜型人工肺/補助循環装置による重症呼吸不全・循環不全管理 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 侵襲的人工呼吸管理 取扱患者数 408

当該医療技術の概要

医療技術名 持続的腎代替療法 取扱患者数 112

当該医療技術の概要

直腸悪性腫瘍に対するロボット支援下手術を、根治性を損なうことなく安全に取り入れるための工夫と対策。さらに、短期、長期予後を従
来の腹腔鏡手術と検討する。

鏡視下手術（ロボット支援下手術を含む）における腹壁瘢痕ヘルニア合併の原因の検討。および合併を減少させるための開腹創の工夫。

ICG、蛍光ステントを術中に赤外光にて同定することで、腸管血流や尿管を同定し、縫合不全や臓器損傷などの合併症の低減を目指す。

回腸人工肛門造設時のoutlet　obstruction合併の原因の検討、および合併予防のための周術期管理の工夫

局所進行切除不能膵癌に対して放射線療法を、GEM+NabPTx療法（合計６コース）と併用した後，根治手術が可能な場合には手術を施行するもの

高リスク前立腺癌（GS 8）に対してHDR+IMRTを施行してきたが，高線量率組織内照射照射HDRをこれまでの２回照射(9Gy×２回)から単
回高線量（15Gy）で治療を行う

急激な腎機能低下による致死的な電解質異常・酸塩基平衡・肺水腫に対して、体外循環による持続的腎代替療法を、24時間常に提供
できる体制を整備している。

24時間集中治療部専従の医師・看護師がモニタリングをし、臨床工学技士がプロトコールに沿って設定・点検している。専門職のスタッフが適応の判断、挿
管・人工呼吸器の設定を行い、必要十分な鎮静・鎮痛を含め全身管理を行っているため、適切で安全な侵襲的人工呼吸管理を行っている。

重症呼吸不全患者または重症心不全患者に対して、エコーガイド下に経皮的にカテーテルを挿入し体外循環を用いて呼吸機能・心機
能を代替する。



医療技術名 3D-CT画像ナビゲーションとX線透視・超音波ガイドによる脳神経ブロック 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 マルチモーダルMRIを用いた慢性痛に対するペインイメージング外来 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 慢性痛に対する認知行動療法 取扱患者数 380

当該医療技術の概要

慢性痛患者に対して、自律神経訓練法やマインドフルネス瞑想などを指導し、慢性痛からの治癒促進を狙う方法である。

医療技術名 慢性痛に対する運動療法 取扱患者数 1,386

当該医療技術の概要

慢性痛患者に対して、疼痛軽減効果が特に高いストレッチや運動方法を教育し、慢性痛からの治癒促進を狙う方法である。

医療技術名 CAR-T療法のための原料採取（白血球アフェレーシス） 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

悪性リンパ腫・急性リンパ腫性白血病に対する細胞療法であるCD19 CAR-T療法を行うには、自家CD3リンパ球の採取が必要である。

このために、当部では、Spectra Optiaを用いた白血球アフェレーシスを行い、同療法の加工原料として提供している。

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 6473

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当
該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

難治性慢性疼痛の最も重要な病態は脳に存在する。これを特定するため、機能的磁気共鳴画像法を含むマルチモーダルMRI、および
オフセット鎮痛をはじめとする感覚定量検査法を組み合わせ、その結果を診療にフィードバックする方法である。

神経節ブロックには正確な位置同定が必須である。通常のX線透視に加え、3D-CTおよび超音波画像を併用して正確に頭蓋底等の脳
神経節を同定し、高周波パルスや熱凝固により難治性神経障害性疼痛を治療する方法である。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 10 56 多発性嚢胞腎 232
2 筋萎縮性側索硬化症 14 57 黄色靱帯骨化症 9
3 脊髄性筋萎縮症 11 58 後縦靱帯骨化症 37
4 原発性側索硬化症 1 59 広範脊柱管狭窄症 15
5 進行性核上性麻痺 13 60 特発性大腿骨頭壊死症 103
6 パーキンソン病 662 61 下垂体性TSH分泌亢進症 2
7 大脳皮質基底核変性症 5 62 クッシング病 29
8 シャルコー・マリー・トゥース病 13 63 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 1
9 重症筋無力症 247 64 甲状腺ホルモン不応症 2
10 先天性筋無力症候群 1 65 先天性副腎皮質酵素欠損症 12
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 195 66 アジソン病 36
12 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 58 67 サルコイドーシス 155
13 封入体筋炎 3 68 特発性間質性肺炎 117
14 多系統萎縮症 21 69 肺動脈性肺高血圧症 94
15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 49 70 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 7
16 ライソゾーム病 148 71 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 10
17 副腎白質ジストロフィー 10 72 リンパ脈管筋腫症 10
18 ミトコンドリア病 12 73 網膜色素変性症 434
19 もやもや病 128 74 バッド・キアリ症候群 5
20 進行性多巣性白質脳症 4 75 特発性門脈圧亢進症 16
21 特発性基底核石灰化症 3 76 原発性胆汁性胆管炎 87
22 全身性アミロイドーシス 5 77 原発性硬化性胆管炎 40
23 ベスレムミオパチー 2 78 自己免疫性肝炎 269
24 神経線維腫症 101 79 クローン病 189
25 天疱瘡 15 80 潰瘍性大腸炎 830
26 表皮水疱症 3 81 好酸球性消化管疾患 116
27 膿疱性乾癬（汎発型） 24 82 慢性特発性偽性腸閉塞症 5
28 スティーヴンス・ジョンソン症候群 28 83 ルビンシュタイン・テイビ症候群 2
29 中毒性表皮壊死症 6 84 CFC症候群 4
30 高安動脈炎 30 85 コステロ症候群 2
31 巨細胞性動脈炎 34 86 チャージ症候群 1
32 結節性多発動脈炎 40 87 クリオピリン関連周期熱症候群 1
33 顕微鏡的多発血管炎 50 88 若年性特発性関節炎 4
34 多発血管炎性肉芽腫症 81 89 非典型溶血性尿毒症症候群 3
35 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 43 90 ブラウ症候群 1
36 悪性関節リウマチ 14 91 先天性ミオパチー 7
37 バージャー病 11 92 マリネスコ・シェーグレン症候群 2
38 原発性抗リン脂質抗体症候群 7 93 筋ジストロフィー 2
39 全身性エリテマトーデス 517 94 遺伝性周期性四肢麻痺 9
40 皮膚筋炎／多発性筋炎 269 95 アトピー性脊髄炎 1
41 全身性強皮症 81 96 脊髄空洞症 405
42 混合性結合組織病 67 97 脊髄髄膜瘤 38
43 シェーグレン症候群 1431 98 アイザックス症候群 4
44 成人スチル病 33 99 遺伝性ジストニア 1
45 再発性多発軟骨炎 7 100 脳表ヘモジデリン沈着症 4
46 ベーチェット病 145 101 前頭側頭葉変性症 6
47 特発性拡張型心筋症 132 102 ビッカースタッフ脳幹脳炎 2
48 肥大型心筋症 186 103 痙攣重積型（二相性）急性脳症 5
49 再生不良性貧血 118 104 先天性無痛無汗症 2
50 自己免疫性溶血性貧血 42 105 アレキサンダー病 1
51 発作性夜間ヘモグロビン尿症 22 106 アイカルディ症候群 2
52 特発性血小板減少性紫斑病 234 107 片側巨脳症 3
53 血栓性血小板減少性紫斑病 8 108 限局性皮質異形成 1
54 原発性免疫不全症候群 8 109 神経細胞移動異常症 24
55 IgＡ 腎症 704 110 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 5

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 166 紫斑病性腎炎 28
112 レノックス・ガストー症候群 13 167 間質性膀胱炎（ハンナ型） 49
113 ウエスト症候群 12 168 オスラー病 15
114 大田原症候群 1 169 閉塞性細気管支炎 8
115 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 1 170 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 3
116 ＰＣＤＨ19関連症候群 1 171 肺胞低換気症候群 4
117 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳症 2 172 ウォルフラム症候群 1
118 スタージ・ウェーバー症候群 13 173 副甲状腺機能低下症 204
119 結節性硬化症 29 174 偽性副甲状腺機能低下症 6
120 色素性乾皮症 5 175 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 49
121 家族性良性慢性天疱瘡 6 176 フェニルケトン尿症 5
122 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 15 177 プロピオン酸血症 5
123 特発性後天性全身性無汗症 6 178 メチルマロン酸血症 1
124 眼皮膚白皮症 3 179 グルタル酸血症1型 1
125 肥厚性皮膚骨膜症 1 180 尿素サイクル異常症 4
126 弾性線維性仮性黄色腫 2 181 ポルフィリン症 2
127 マルファン症候群 39 182 肝型糖原病 2
128 エーラス・ダンロス症候群 8 183 ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェラーゼ欠損症 2
129 ウィルソン病 13 184 脂肪萎縮症 1
130 低ホスファターゼ症 2 185 家族性地中海熱 30
131 VATER症候群 4 186 慢性再発性多発性骨髄炎 1
132 モワット・ウィルソン症候群 3 187 強直性脊椎炎 51
133 ウィリアムズ症候群 7 188 進行性骨化性線維異形成症 1
134 クルーゾン症候群 11 189 肋骨異常を伴う先天性側弯症 4
135 アペール症候群 13 190 骨形成不全症 24
136 ファイファー症候群 3 191 軟骨無形成症 10
137 アントレー・ビクスラー症候群 1 192 リンパ管腫症/ゴーハム病 3
138 コフィン・シリス症候群 1 193 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 9
139 歌舞伎症候群 5 194 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4
140 多脾症候群 13 195 後天性赤芽球癆 2
141 無脾症候群 1 196 エプスタイン症候群 1
142 ウェルナー症候群 1 197 非特異性多発性小腸潰瘍症 5
143 プラダー・ウィリ症候群 3 198 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 20
144 ソトス症候群 5 199 総排泄腔外反症 1
145 ヌーナン症候群 10 200 総排泄腔遺残 2
146 ４p欠失症候群 1 201 先天性横隔膜ヘルニア 15
147 アンジェルマン症候群 1 202 胆道閉鎖症 6
148 スミス・マギニス症候群 1 203 アラジール症候群 1
149 22q11.2欠失症候群 9 204 嚢胞性線維症 3
150 総動脈幹遺残症 2 205 ＩｇＧ４関連疾患 151
151 修正大血管転位症 16 206 黄斑ジストロフィー 89
152 完全大血管転位症 42 207 レーベル遺伝性視神経症 8
153 単心室症 31 208 アッシャー症候群 2
154 左心低形成症候群 7 209 若年発症型両側性感音難聴 7
155 三尖弁閉鎖症 24 210 遅発性内リンパ水腫 2
156 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 2 211 好酸球性副鼻腔炎 479
157 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 7 212 進行性ミオクローヌスてんかん 1
158 ファロー四徴症 138 213 先天異常症候群 8
159 両大血管右室起始症 51 214 先天性僧帽弁狭窄症 2
160 エプスタイン病 9 215 三頭酵素欠損症 1
161 アルポート症候群 16 216 シトリン欠損症 12
162 急速進行性糸球体腎炎 120 217 無虹彩症 1
163 抗糸球体基底膜腎炎 1 218 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 8
164 一次性ネフローゼ症候群 14 219 特発性多中心性キャッスルマン病 15
165 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 220 ホモシスチン尿症 289

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 220
合計患者数（人） 11,915



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算２

特定機能病院入院基本料

入院栄養管理体制加算

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算１

医師事務作業補助体制加算１(20対1)

急性期看護補助体制加算(一般病棟 25対1)

夜間急性期看護補助体制加算（100対1）

夜間看護体制加算

看護職員夜間配置加算(12対1)(1)

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

術後疼痛管理チーム加算

放射線治療病室管理加算(密封小線源による場合)

緩和ケア診療加算

精神科身体合併症管理加算

看護補助加算２

看護補助体制充実加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

告示注２）感染防止対策地域連携加算

告示注３）抗菌薬適正使用支援加算

患者サポート体制充実加算

重症患者初期支援充実加算

報告書管理体制加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

後発医薬品使用体制加算３

病棟薬剤業務実施加算１・２

データ提出加算２

認知症ケア加算１

入退院支援加算１

告示注４）地域連携診療計画加算

摂食障害入院医療管理加算

栄養サポートチーム加算

告示注７）入院時支援加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

排尿自立支援加算

地域医療体制確保加算

特定集中治療室管理料１・３

無菌治療室管理加算１・２

放射線治療病室管理加算(治療用放射性同位元素による場合)

告示注２）小児加算

告示注４）早期離床・リハビリテーション加算(管理料1のみ）

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

新生児特定集中治療室管理料１

感染対策向上加算1 総合周産期特定集中治療室管理料

医療安全対策加算１

精神科リエゾンチーム加算

（様式第2）（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

告示注２）プレイルーム加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料１

看護職員処遇改善評価料（64）

（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

肝炎インターフェロン治療計画料 遺伝性腫瘍カウンセリング加算

ハイリスク妊産婦連携指導料１・２

こころの連携指導料(Ⅱ)

療養・就労両立支援指導料の注２に掲げる相談支援加算 検体検査管理加算(Ⅰ)・(Ⅳ)

がん治療連携計画策定料 国際標準検査管理加算

外来排尿自立指導料 遺伝カウンセリング加算

外来放射線照射診療料 先天性代謝異常症検査

外来腫瘍化学療法診療料１ HPV核酸検出及びHPV核酸検出(簡易ジェノタイプ判定)

外来腫瘍化学療法診療料の注６に規定する連携充実加算 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

腎代替療法指導管理料 BRCA１/２遺伝子検査

院内トリアージ実施料 がんゲノムプロファイリング検査

夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看護体制加算１ 抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体

二次性骨折予防継続管理料１・３ 染色体検査の注２に規定する絨毛染色体検査

小児運動器疾患指導管理料 精密触覚機能検査

婦人科特定疾患治療管理料 骨髄微小残存病変量測定

糖尿病透析予防指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測定器
を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

一般不妊治療管理料

生殖補助医療管理料１

持続血糖測定器加算(間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測定器
を用いる場合)

遺伝学的検査

がん患者指導管理料イ・ロ・ハ・ニ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に規定する遠隔モニタリング加算

外来緩和ケア管理料 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

移植後患者指導管理料(造血幹細胞移植後) 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタリング加算 医療機器安全管理料１・２

糖尿病合併症管理料 在宅血液透析指導管理料

がん性疼痛緩和指導管理料 在宅酸素療法指導管理料の注2に規定する遠隔モニタリング加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

ウイルス疾患指導料の注2 薬剤管理指導料

歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加算及び歯科治療時医療
管理料

診療情報提供料(Ⅰ)の注14に掲げる地域連携診療計画加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

外来化学療法加算１ 処置の休日加算1、時間外加算1、深夜加算1

連携充実加算 移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

無菌製剤処理料
医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子
宮附属器腫瘍摘出術）

冠動脈CT撮影加算 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

心臓MRI撮影加算 下肢末梢動脈疾患指導管理加算

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 手術の休日加算1、時間外加算1、深夜加算1

遠隔画像診断 エタノールの局所注入(副甲状腺)

ポジトロン断層・コンピュータ断層複合撮影 人工腎臓

CT撮影及びMRI撮影 導入期加算２及び腎代替療法実績加算

前立腺針生検法(MRI撮影及び超音波検査融合画像によるもの) 医療保護入院等診療料

経気管支凍結生検法 静脈圧迫処置(慢性静脈不全に対するもの)

画像診断管理加算１ 硬膜外自家血注入

ロービジョン検査判断料 児童思春期精神科専門管理加算

小児食物アレルギー負荷検査 療養生活継続支援加算

内服・点滴誘発試験 認知療法・認知行動療法１

補聴器適合検査 集団コミュニケーション療法料

黄斑局所網膜電図 歯科口腔リハビリテーション料２

全視野精密網膜電図 経頭蓋磁気刺激療法

脳波検査判断料１ 障害児(者)リハビリテーション料

神経学的検査 がん患者リハビリテーション料

単線維筋電図 リンパ浮腫複合的治療料

ヘッドアップティルト試験 運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

長期継続頭蓋内脳波検査 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの） 摂食機能療法の注3に規定する摂食嚥下機能回復体制加算２

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

胎児心エコー法 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIによるもの）

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術 胸腔鏡下弁置換術

植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術 腹腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 胸腔鏡下弁形成術

人工中耳植込術 経カテーテル大動脈弁置換術

緑内障手術(緑内障治療用インプラント挿入(プレートのあるもの)) 胸腔鏡下良性縦郭腫瘍手術（内視鏡手術支援機器を用いる場合）

緑内障手術(水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術　区域切除（内視鏡手術支援機器を用いる場合）

緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法））
腹腔鏡下肺悪性腫瘍手術　肺葉切除又は1肺葉を超えるもの
（内視鏡手術支援機器を用いる場合）

角膜移植術注２に掲げる内皮移植加算 内視鏡下筋層切開術

羊膜移植術 経皮的冠動脈形成術(特殊カテーテルによるもの)

緑内障手術（流出路再建術（眼内法）） 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術支援機器を用いる場合）

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術(便失禁)

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術(過活動膀胱) 胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術支援機器を用いる場合）

舌下神経電気刺激装置植込術
食道縫合術(穿孔、損傷)(内視鏡によるもの)、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、小
腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、結腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、腎(腎盂)腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、尿管腸瘻閉
鎖術(内視鏡によるもの)、膀胱腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、腟腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

角結膜悪性腫瘍切除手術 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術(乳房切除後)

頭蓋骨形成手術(骨移動を伴うものに限る。)

脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む。)及び脳刺激装置交換術
乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生検(併用)(センチ
ネルリンパ節生検(併用))

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剝離操作を行うもの）
乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生検(単独)(センチ
ネルリンパ節生検(単独))

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
乳腺悪性腫瘍手術(乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴わないもの)及
び乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴うもの))

椎間板内酵素注入療法
上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)、下顎骨形成術(骨移動を伴う場
合に限る。)

原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘(亜全摘)術(両葉)、内視鏡下副
甲状腺(上皮小体)腺腫過形成手術

内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

骨移植術(軟骨移植術を含む)(同種骨移植(非生体)(同種骨移植(特殊なもの
に限る。)))

内喉頭筋内注入術(ボツリヌス毒素によるもの)

骨移植術(軟骨移植術を含む。)(自家培養軟骨移植術に限る。) 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術(軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。)

後縦靭帯骨化症手術(前方進入によるもの) 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

皮膚悪性腫瘍切除術(悪性黒色腫センチネルリンパ節加算を算定する場合
に限る。)

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型(拡大副鼻腔手術)

組織拡張器による乳房再建手術(乳房(再建手術)の場合に限る。) 経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術(頭蓋底郭清、再建を伴うもの)

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術(胆嚢床切除を伴うもの) 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術(子宮頸がんに限る)

胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以上)を伴うものに限る。)
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

腹腔鏡下肝切除術 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

腹腔鏡下胃縮小術(スリーブ状切除によるもの) 腹腔鏡下仙骨膣固定術

腹腔鏡下胃全摘術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術(悪
性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）) 腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術(子宮体がんに限る)

腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術(悪
性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）) 陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側
胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）） 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

腹腔鏡下十二指腸局所切除術(内視鏡処置を併施するもの) 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いるもの)

経皮的下肢動脈形成術 人工尿道括約筋植込・置換術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術(傍大動脈) 膀胱頸部形成術(膀胱頸部吊上術以外)

腹腔鏡下リンパ節群郭清術(側方) 埋没陰茎手術

大動脈バルーンパンビング法(IABP法) 膀胱水圧拡張術

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

補助人工心臓 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

腎腫瘍凝固・焼灼術(冷凍凝固によるもの)

植込型除細動器移植術(経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リードを用いるもの)、植込型除細動
器交換術(その他のもの)及び経静脈電極抜去術 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術(心筋電極の場合)及び両室ペーシング機能付き植込
型除細動器交換術(心筋電極の場合) 腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術(経静脈電極の場合)及び両室ペーシング機能付き植
込型除細動器交換術(経静脈電極の場合) 生体腎移植術

植込型除細動器移植術(心筋リードを用いるもの)及び植込型除細動器交換
術(心筋リードを用いるもの)

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術(リードレスペースメーカー) 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

両心室ペースメーカー移植術(心筋電極の場合)及び両心室ペースメーカー
交換術(心筋電極の場合)

内視鏡的小腸ポリープ切除術

両心室ペースメーカー移植術(経静脈電極の場合)及び両心室ペースメー
カー交換術(経静脈電極の場合)

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

不整脈手術 左心耳閉鎖術(経カテーテル的手術によるもの) 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

経皮的中隔心筋焼灼術 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

経皮的僧帽弁クリップ術 生体部分肝移植術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

クラウン・ブリッジ維持管理料

CAD/CAM冠

画像誘導密封小線源治療加算

病理診断管理加算２

悪性腫瘍病理組織標本加算

体外照射呼吸性移動対策加算

定位放射線治療

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

１回線量増加加算

強度変調放射線治療(IMRT)

画像誘導放射線治療加算(IGRT)

外来放射線治療加算

遠隔放射線治療計画加算

高エネルギー放射線治療

広範囲顎骨支持型装置埋込手術

麻酔管理料(Ⅰ)・(Ⅱ)

放射線治療専任加算

自己生体組織接着剤作成術

自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

同種クリオプレシピテート作製術

輸血管理料Ⅰ

輸血適正使用加算

貯血式自己血輸血管理体制加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術(遺伝性乳癌卵巣癌
症候群患者に対する子宮附属腫瘍摘出術に限る。)

体外式膜型人工肺管理料

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 17

剖検率（％） 2.4

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

CPC 5回、カンファレンス 88回

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

肝癌特異的な細胞外分泌蛋白を
用いた新規早期診断法確立とそ
の実用化に向けた検証研究

及川恒一 消化器・肝臓内科 4,160,000
科学研究費助成事業
基盤研究(C)

機能性高分子化合物による新規
プレシジョンメカノセラピーの開発 光永　眞人 消化器・肝臓内科 6,370,000

科学研究費助成事業	
挑戦的研究(萌芽)

病的新生血管の分子イメージン
グに基づく新たな病態制御法の
基盤形成

光永　眞人 消化器・肝臓内科 5,720,001
科学研究費助成事業
基盤研究（B）

Farnesoid X receptor(FXR)アゴ
ニストが炎症性腸疾患の大腸上
皮に与える影響の解明

澁谷尚希 消化器・肝臓内科 1,000,000
公益財団法人　日本
応用酵素協会

脳神経内科 1,000,000
科学研究費助成事業
（基盤研究B）

頸部貼付型超音波によるPFOを
伴う潜因性脳梗塞の診断とPFO
閉鎖術の効果判定

三村　秀毅 脳神経内科 780,000
科学研究費助成事業
（基盤研究C）

高分子造影剤動態解析による脳
循環機構の解明とその医療応用 小松　鉄平

科学研究費助成事業
(特別研究員奨励費)

近位筋優位遺伝性運動感覚
ニューロパチーの患者由来 松野　博 脳神経内科 3,120,000

科学研究費助成事業
(研究活動スタート支
援)

オートファジー障害に着目した
パーキンソン病モデルiPS細胞の
解析

白石　朋敬 脳神経内科 900,000

国立研究開発法人国
際医療研究開発機構
（AMED）

iPS細胞由来再生腎臓による臨床
応用への最終基盤研究 横尾　隆 腎臓・高血圧内科 1,040,000

文部科学省科研費
基盤研究（C）

段階的胎生臓器補完による網羅
的慢性腎不全の抜本的治療法の
開発

横尾　隆 腎臓・高血圧内科 110,500,000

一般財団法人　土谷
記念医学振興基金

血液透析患者におけるグルココ
ルチコイド受容体の遺伝子多型と
患者背景および生命予後の関連
調査

山本　泉 腎臓・高血圧内科 2,000,000

マウス胎内を利用したiPS細胞由
来腎前駆細胞からのヒト腎臓再生
技術の開発

国立研究開発法人国
際医療研究開発機構
（AMED）

山中　修一郎 腎臓・高血圧内科 19,500,000

ネフロン数と単一ネフロンパラ
メータの臨床応用 坪井　伸夫 腎臓・高血圧内科 1,300,000

腎臓再生医療を目指した異種後
腎移植における血管侵入の解析

EGR-1を用いた回復可能な傷害
ポドサイトの検出

文部科学省科研費
基盤研究（C）

腎移植後の交感神経再生性変
化と間質線維化に関する網羅解
析

山本　泉 腎臓・高血圧内科 1,300,000
文部科学省科研費
基盤研究（C）

岡部　匡裕 腎臓・高血圧内科 1,300,000
文部科学省科研費
若手研究

1,300,000松本　啓 腎臓・高血圧内科
文部科学省科研費
若手研究

（様式第3）



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元
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補

委

補

委

補

委
1,300,000

文部科学省科研費
基盤研究（C)

骨格筋MRIによる特発性炎症性
筋疾患の予後予測への挑戦 浮地　太郎 リウマチ膠原病内科

文部科学省科研費
若手研究

7,085,000

炎症性筋疾患の筋膜における
CXCL13発現細胞の局在と細胞
腫の同定

吉田　健 リウマチ膠原病内科 1,690,000

文部科学省科研費
若手研究

異種体内ヒト腎臓による腎再生医
療の実装と薬剤性腎障害の克服 腎臓・高血圧内科

山田　琢 腎臓・高血圧内科 1,950,000
文部科学省科研費
若手研究

国立研究開発法人
科学技術振興機構
（JST）

糸球体過剰濾過によるメカニカル
ストレスと慢性腎臓病の進展機序 神崎　剛 腎臓・高血圧内科 1,170,000

山中　修一郎

春原　浩太郎 腎臓・高血圧内科 2,000,000
公益財団法人武田科
学振興財団

胎生臓器ニッチ法による腎臓再
生に最適なヒトiPS細胞由来ネフ
ロン前駆細胞の探索

田尻　進 腎臓・高血圧内科 1,300,000
文部科学省科研費
若手研究

副甲状腺FGF23誘導遺伝子の解
明

木戸口　慧 腎臓・高血圧内科 1,560,000
文部科学省科研費
若手研究

ポドサイト指標に基づいた腎硬化
症の病態解明と治療標的の探索 春原　浩太郎 腎臓・高血圧内科 1,820,000

文部科学省科研費
若手研究

人工知能を用いた腎糸球体ポド
サイト指標推算法の確立

齊藤　弥積 腎臓・高血圧内科 1,430,000
2022年度科学研究費
助成事業（研究活動ス
タート支援）

ラット腎移植モデルを用いた抗体
関連型拒絶反応における制御性
T細胞の意義の解明

勝俣　陽貴 腎臓・高血圧内科 1,300,000
文部科学省科研費
若手研究

肝細胞がんにおける体液・電解
質異常の機序の解明明

大谷　一博 リウマチ膠原病内科 1,300,000
文部科学省科研費
若手研究

腎交感神経が心拍数を制御する
メカニズムの解明 森澤　紀彦 腎臓・高血圧内科 910,000

文部科学省科研費
若手研究

ヒト臨床応用に向けたネフロンと
腎間質も含めた腎臓再生法の確
立

大藤　洋介 リウマチ膠原病内科 1,300,000
文部科学省科研費
若手研究

ヒト臨床応用に向けたネフロンと
腎間質も含めた腎臓再生法の確
立

齊藤　弥積 腎臓・高血圧内科 2,000,000
iPSアカデミアジャパン
研究助成

神経炎症と神経新生因子
prokineticin2に着目した関節リウ
マチの病態解明

吉田　健 リウマチ膠原病内科 390,000
日本医療研究開発機
構研究費(AMED)

リウマチ性疾患における自覚症
状に神経可塑性が及ぼす研究の
検討

野田　健太郎 リウマチ膠原病内科 2,340,000
文部科学省科研費
基盤研究（C)

皮膚筋炎の早期標的臓器である
筋膜における神経・免疫連関の
解明

自己免疫疾患の臓器病変局所に
おけるシングルセルRNAシークエ
ンスを用いたマルチオミックス解
析による病態解明基盤の構築

吉田　健 リウマチ膠原病内科 130,000
日本医療研究開発機
構研究費(AMED)

免疫担当細胞eQTL データを用
いた免疫介在性疾患ゲノム情報
からの層別化および予後予測モ
デルの構築



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元
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1,300,000
科学研究費補助金
基盤研究（C)

荒屋　潤 呼吸器内科 4,300,000
科学研究費補助金

基盤研究（B)

呼吸器内科（エクソ
ソーム創薬研究講座）

4,200,000.00
科学研究費補助金

基盤研究（B)

Lipofibroblast分化誘導による新
規EV肺線維症治療薬の開発．

COPDにおける新規２型肺胞上
皮細胞サブグループを介した病

態解明．
藤田　雄

新規のインスリン抵抗性増悪因子
URAT1の病態生理学的意義の
解明

田中　祥朗 循環器内科 1,430,000
文部科学省科学研究
費　若手研究

TFEB活性化を介したオートファ
ジーを標的とするIPFとCOPDの
治療法開発

桑野　和善 呼吸器内科

文部科学省科学研究
費　若手研究

ナトリウム利尿ペプチドによる熱
産生作用とインスリン抵抗性改善
効果

木村　悠 循環器内科 1,300,000
文部科学省科学研究
費　若手研究

心臓エネルギー代謝におけるケト
ン体とナトリウム利尿ペプチドの
関与

柏木　雄介 循環器内科 1,430,000

ナトリウム利尿ペプチドによる心
臓エネルギー代謝制御機構の解
明と治療応用

名越　智古 循環器内科 1,430,000
文部科学省科学研究
費　基盤研究Ｃ

頸部貼付型超音波を用いた心房
細動アブレーション中の潜因性
脳塞栓の発生機序の解明

德田　道史 循環器内科 1,300,000
文部科学省科学研究
費　若手研究

数理統計学を導入した循環器疾
患のトランスレーショナルリサーチ
の試み

吉村　道博 循環器内科 1,300,000
文部科学省科学研究
費　基盤研究Ｃ

特発性心筋症に関する調査研究 吉村　道博 循環器内科 300,000 厚生労働科学研究費

irAE心筋障害のプロファイリング
と発症予測因子解析に基づいた
免疫チェックポイント阻害薬を安
全に使用するためのスクリーニン
グ法の開発研究

矢野　真吾 腫瘍・血液内科 500,000
日本医療研究開発機
構研究費

全ゲノム–マルチオミクス情報に
基づく日本型有毛白血病の分子
病態解明と標的治療開発

石井　敬人 腫瘍・血液内科 800,000 文科省科研費

t(8;21)およびinv(16)陽性AYA・若
年成人急性骨髄性白血病に対
する微小残存病変を指標とする
GO介入の有効性と安全性を評
価する研究

矢野　真吾 腫瘍・血液内科 200,000
日本医療研究開発機
構研究費

厚生労働科学研究費
補助金

トシリズマブ効果不十分の特発性
多中心性キャッスルマン病に対
するシロリムスの医師主導治験

矢野　真吾 腫瘍・血液内科 400,000
日本医療研究開発機
構研究費

適切な末梢血幹細胞採取法の確
立及びその効率的な普及による
非血縁者間末梢血幹細胞移植
の適切な提供体制構築と、それ
に伴う移植成績向上に資する研
究（２０ＦＦ０２０１）

矢野　真吾 腫瘍・血液内科 200,000

キャッスルマン病、TAFROの調査
研究 矢野　真吾 腫瘍・血液内科 200,000

厚生労働科学研究費
補助金
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文部科学研究費補助
金　基盤研究C

DNAメチル化を用いたアルツハイ
マー病患者の行動・心理症状評
価の再構築

品川　俊一郎 精神神経科 1,000,000

p53誘導性タンパク質である
Mieap液滴による特発性肺線維

症の病態の制御

	
竹越 大輔

呼吸器内科 1,000,000
科学研究費補助	

若手研究

特発性肺線維症における核膜恒
常性破綻の関与について

	
伊藤 三郎

呼吸器内科 1,100,000

Mieap液滴によるCOPD病態の制
御

	
和久井 大

呼吸器内科 1,200,000
科学研究費補助金

基盤研究（C)

小胞体選択的オートファジーによ
る特発性肺線維症の病態制御

	
沼田 尊功

精神神経科 200,000
公益財団法人メンタル
ヘルス岡本記念財団

呼吸器内科 1,200,000
科学研究費補助金

基盤研究（C)

科学研究費補助	
若手研究

森田療法の諸概念に関する精神
分析的視点からの研究
―森田療法の用語、治療構造、
治療技法に関して―

川上　正憲

COPD病態におけるcGAS-
STINGの重要性 原　弘道 呼吸器内科 1,300,000.00

科学研究費補助金
基盤研究（C)

ニューロモデュレーションセン
ター事業費 鬼頭　伸輔 精神神経科 1,400,000

精神・神経疾患研究
開発費

布村　明彦 精神神経科 1,500,000

COVID-19感染後の精神症状を
有する患者レジストリの構築と病
態解明及び新規治療法の開発に
資する研究

鬼頭　伸輔

喫煙による喘息難治化における
フェロトーシスの役割

	
宮川 英恵

呼吸器内科 1,300,000
科学研究費補助金

基盤研究（C)

エクソソーム医薬品の品質・安全
性評価に関するレギュラトリーサ
イエンス研究

藤田　雄
呼吸器内科

（エクソソーム創薬研
究講座）

2,000,000
日本医療研究開発機
構研究費（AMED)

課題解決型高度医療人材育成
プログラム・精神科多職種連携治
療・ケアを担う人材養成（分担）

繁田　雅弘 精神神経科 600,000
大学改革推進等補助
金

実態/ニーズ調査に基づいたヘ
ルスケアサービス利用者・事業者
も使用可能な認知症発症リスクお
よび認知障害・生活機能障害・
BPSD等の低減のための非薬物
療法指針作成と普及のための研
究

日本医療研究開発機
構（AMED）

精神神経科 127,500,000
日本医療研究開発機
構（AMED）

「うつ病に対する維持電気けいれ
ん療法の代替としての反復経頭
蓋磁気刺激維持療法の有用性の
検討：無作為化割付試験」の研
究プロトコル開発

鬼頭　伸輔 精神神経科 300,000
日本医療研究開発機
構（AMED）

双方向性のニューロモデュレー
ション機構の解明と臨床応用の
基盤整備

鬼頭　伸輔 精神神経科 600,000
精神・神経疾患研究
開発費

NCNPブレインバンクの運営およ
びブレインバンク生前登録システ
ムの推進

鬼頭　伸輔 精神神経科 500,000
精神・神経疾患研究
開発費
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脳MRI解析を用いた、てんかんの
精神・行動合併症における神経

基盤の解明
曽根　大地 精神神経科 4,680,000

日本学術振興会　科
学研究費助成事業

マルチモダル脳画像解析による
てんかん予防/臨床指標

公益財団法人メンタル
ヘルス岡本記念財団

手段的日常生活技能に着目した
軽度認知障害患者に対する早期
介入および予後の検討

稲村　圭亮 精神神経科 1,950,000
科学研究費助成事業
若手研究

気分障害患者の入院森田療法に
おける集団の治療的意味につい
ての研究

谷井　一夫 精神神経科 300,000

文部科学研究費補助
金　基盤研究C

rTMSによる顕著性回路を介した
アンへドニアの治療メカニズムの
解明

小高　文聰 精神神経科 4,420,000
文部科学研究費補助
金　基盤研究C

治療抵抗性うつ病における「共活
性化」現象を介した前帯状皮質
膝下部の機能障害の解明

小高　文聰 精神神経科 4,160,000

血液バイオマーカーと神経画像
検査によるBPSDの生物学的基盤
の解明、および認知症者の層別
化に基づいたBPSDケア・介入手
法の開発研究

品川　俊一郎 精神神経科 1,000,000
AMED認知症研究開
発事業

曽根　大地 精神神経科 2,000,000
上原記念生命科学財

団　研究奨励金

機械学習と先端的脳画像解析技
術を用いた、てんかんの病態解

明および臨床指標の構築
曽根　大地 精神神経科 1,600,000

公益財団法人てんか
ん治療研究振興財団

研究助成

神経保護的ストレス反応調節因
子RESTを用いたうつ病のリカバ

リー判定
石井　洵平 精神神経科 4,680,000

文部科学研究費補助
金　若手研究

軽度認知障害に伴う多様なタウ
病変に対するPETを用いた縦断

的評価
互 健二 精神神経科 2,860,000

日本学術振興会 科学
研究費助成事業 若手

研究

食物アレルギー発症リスクと臍帯
血IgG4、母乳中の食物抗原、添
加物濃度の臨床研究

田知本　寛 小児科 1,300,000
文部科学省科学研究
費　基盤研究（C)

磁気共鳴画像法を活用したドラ
ベ症候群ラットの年齢依存性脳
機能病態の解明

日暮　憲道 小児科 1,300,000
文部科学省科学研究
費　基盤研究（C)

免疫アレルギー疾患実用化研究
事業 勝沼　俊雄 小児科 11,800,000

日本医療研究開発機
構研究費（AMED)

神経皮膚症候群におけるアンメッ
トニーズを満たす多診療科連携

診療体制の確立
舟﨑　裕記 整形外科 1,000,000

厚生労働科学研究費
補助金難治性疾患克

服研究事業

新規表面修飾技術を応用した強
力な骨固着高分子コーティングス

クリューの開発
牛久　智加良 整形外科 1,500,000

文部科学省科学研究
費

基盤研究（Ｃ）

関節リウマチで炎症が起こるのは
なぜか？血管内皮に着目した関

節内微小環境改善の試み
前田　和洋 整形外科 1,600,000

文部科学省科学研究
費

基盤研究（Ｃ）

腱・靱帯のコラーゲンの成熟と修
復の機序解析 嘉山　智大 整形外科 1,300,000

文部科学省科学研究
費

若手研究

外反母趾の病態解明と患者QOL
の向上を目指した画像解析研究 木村　正 整形外科 1,100,000

文部科学省科学研究
費

若手研究
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2,000,000

日本人前立腺癌における新規融
合遺伝子の探索と機能解析

日本学術振興会科学
省研究費（基盤研究

Ｃ）

公益財団法人上原記
念生命科学財団　研

究奨励金

去勢抵抗性前立腺癌に対する
TLR4阻害薬を用いた治療に関
する検討

森　啓一郎 泌尿器科 400,000
日本学術振興会科学
省科学研究費　若手
研究

泌尿器科 1,300,000		

占部　文彦

木村　高弘 泌尿器科 1,500,000

古田　昭

木村　高弘 泌尿器科

1,400,000

1,100,000		

五十嵐　太郎 泌尿器科 1,900,000

泌尿器科

泌尿器科

公益財団法人　武田
科学振興財団　2022

年度研究助成

悪性神経膠腫に対するベバシズ
マブの免疫監視機構への作用と

効果予測因子の解明.
田中俊英

脳動脈瘤と口腔内細菌叢との関
連性についての横断的研究、お
よび疾患モデルを用いた口腔内
細菌による脳動脈瘤の病態形成

機序の解明

文部科学省科学研究
費

基盤研究（Ｃ）
脳神経外科 1,000,000

外反母趾の病態解明と患者QOL
の向上を目指した画像解析研究 木村　正 整形外科 1,100,000

文部科学省科学研究
費

若手研究

文部科学省科学研究
費

若手研究

2,000,000

骨固着性が強い高分子修飾イン
プラントにおけるバイオフィルム形

成抑制効果の研究
池上　拓 整形外科 1,300,000

文部科学省科学研究
費

基盤研究（Ｃ）

小関宏和 脳神経外科

脳血管内治療部 9,000,000

人工関節感染症におけるバイオ
フィルム形成の分子機構の研究 米本　圭吾 整形外科 900,000

AMED・次世代がん医
療創生研究事業

SUCLA2遺伝子欠失を標的とす
る進行前立腺がんの新規治療法
開発

日本医療研究開発機
構研究費（AMED)

ＡＩ技術により最適化された脳血
管内治療計画プログラムと遠隔
治療支援システム化による安全

性向上および医療従事者の負担
軽減を実現する医療エコシステム

の開発

皮膚科 780,000
アトピー性皮膚炎モデルマウスを
用いたIL-4刺激による脳への作

用機序解明
石氏　陽三

文部科学省科研費
基盤研究（C）

石橋敏寛

NGFとTrkAとの結合阻害からみ
た慢性前立腺炎/骨盤痛症候群
の新規治療法の開発

日本学術振興会科学
省科学研究費　若手

研究

伊藤　宗成 皮膚科 2,860,000
文部科学省科研費
基盤研究（C）

毛乳頭細胞におけるATP感受性
カリウムイオンチャネルの役割

膀胱内細菌叢を標的としたハン
ナ型間質性膀胱炎の尿中診断
キットの開発

日本学術振興会科学
省研究費（基盤研究

Ｃ）

日本学術振興会科学
省研究費　若手研究

単一細胞解析による間質性膀胱
炎の包括的理解 占部　文彦

がん細胞由来エクソソームに着目
した骨転移進展メカニズムの解明
とバイオマーカ―探索

新規ARシグナル経路制御因子
JMJDICの前立腺癌における機能
解析と臨床応用

福岡屋　航 泌尿器科 800,000
日本学術振興会科学
省研究費　若手研究
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1,000,000

中野　匡

産婦人科

200,000

文部科学省科研費基
盤研究（C）

進行性遺伝性網膜疾患の治療に
向けた全エクソーム解析と疾患表
現型の同定

文部科学省科研費基
盤研究（C）

網膜ジストロフィが及ぼすヒト視覚
野における機能と構築変化の神
経画像評価

眼科 100,000

林　孝彰 眼科

子宮内膜異型増殖症・子宮体癌
妊孕性温存療法に対するメトホル
ミンの適応拡大にむけた多施設
共同医師主導治験

眼科 300,000

科学研究費助成事業
基盤研究（C）

50,000
革新的がん医療実用
化研究事業

科学研究費助成事業
若手研究

1,100,000

科学研究費助成事業
若手研究

子宮頚癌ⅠB期-ⅡB期根治手術
例における術後放射線治療と術
後化学療法の第Ⅲ相ランダム化
比較試験

岡本　愛光 産婦人科

子宮頸部胃型腺癌の治療標的と
なる遺伝子異常の同定 廣瀬　宗 産婦人科 1,000,000

全ゲノム解析による難治性卵巣
がんの本態解明と新規治療標的
の同定

神経保護・再生関連因子の眼内
インプラントを用いた緑内障に対
する新規治療法の開発

野呂　隆彦 眼科 400,000
文部科学省科研費国
際共同研究強化(B）

増田　洋一郎 眼科 1,500,000

遺伝性網膜・視神経ジストロフィ
の症例収拾および疾患別頻度の
検討

林　孝彰 眼科 200,000

文部科学省科研費基
盤研究（C）

文部科学省科研費基
盤研究（B)

ＩＣＴ機器長時間使用による健康
障害に関するコホート研究

産婦人科 1,000,000
革新的がん医療実用

化研究事業

神経保護・再生関連因子の眼内
インプラントを用いた緑内障に対
する新規治療法の開発

中野　匡
文部科学省科研費国
際共同研究強化(B）

岡本　愛光

産婦人科 800,000

科学研究費助成事業
基盤研究（C）

産婦人科 300,000
臨床研究・治験推進
研究事業

飯田　泰志 産婦人科

日本損害保険協会

妊娠子宮に対する自動車運転時
のシートベルト装着による物理的
刺激が子宮および胎児胎盤に与

える影響ー第6弾ー

佐村　修

卵巣明細胞癌に対するPARP阻
害剤と血管新生阻害剤の併用効
果

日本学術振興会科学
省研究費（基盤研究

B）

卵巣明細胞癌遺伝子パネルを用
いた卵巣明細胞癌の分子生物学
的分類と個別化治療の確立

川畑　絢子 産婦人科
科学研究費助成事業
若手研究

科学研究費助成事業
若手研究

AI(人工知能）を用いた卵巣癌に
対するprecision medicineの確立

自己組織化コラーゲンチューブ
を用いたバイオ拍動尿管の開発 佐々木　裕 泌尿器科 4,700,000

卵巣癌および卵巣癌における相
同組換え修復異常と細菌叢の関
連の解明

森川　あすか 産婦人科 800,000

矢内原　臨

卵巣成人型顆粒膜細胞腫の発
生と治療に関与する新規因子の
探索

1,200,000

柳田　聡 産婦人科 1,200,000

岡本　愛光
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鼻腔粘膜細胞シート接着後の機
能解析 葛西善行

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,820,000 若手研究

難聴者が雑音下で聞きたい音を
聴取するためのサポーティングシ
ステム開発

櫻井結華
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,430,000 基盤研究(C)

特異糖鎖結合タンパクを用いた
嗅神経芽細胞腫の標識 -光免疫
療法の開発を目指して-

武田鉄平
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
780,000 若手研究

内耳蝸牛基底部を自発的に増殖
再生させるメカニズムの解明 宇田川友克

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,170,000 基盤研究(C)

中耳真珠腫幹細胞性規定遺伝
子同定：多細胞間ネットワークの
時空間的解析法を用いて

福田智美
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,690,000 基盤研究(C)

骨パテと培養細胞の複合による
ハイブリッド耳科手術材料の開発 山本裕

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,170,000 基盤研究(C)

途上国におけるセミデジタル補聴
集音器の実証 茂木雅臣

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,300,000 基盤研究(C)

細胞治療による鼻副鼻腔粘膜再
生医療ーラット粘膜傷害モデル
への細胞シート移植検討

鴻信義
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,430,000 基盤研究(C)

癒着性中耳炎モデルにおける細
胞シート移植の検討 山本和央

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,690,000 基盤研究(C)

「スギ花粉米」のIgE抗体結合能と
T細胞反応性の観点からの安全
性・有効性の評価

光吉亮人
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,430,000 基盤研究(C)

Elezanumabによる嗅粘膜再生と
嗅神経軸索再生効果の検証 森恵莉

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,040,000 基盤研究(C)

早期難聴発症モデルにおける内
耳障害の病態メカニズムの解明と
予防法の開発

中澤宝
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,300,000 基盤研究(C)

拡散テンソルイメージングを利用
した嗅覚中枢の解明 鄭雅誠

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,690,000 基盤研究(C)

再生医療を用いた耳管閉鎖障害
に対する新規治療法の開発 小島博己

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

6,760,000 基盤研究(B)

活性型TrkBを用いたアデノ随伴
ベクターによる視神経再生治療
の開発

西島　義道 眼科 1,200,000
文部科学省科研費研
究活動スタート支援

筋原性前駆細胞に対する伸展誘
導信号の抑制による「戻り」のな
い新規斜視治療法の開発

飯田　貴絵 眼科 1,000,000
文部科学省科研費基
盤研究（C）

網膜疾患が脳視覚系に与える影
響の評価 小川　俊平 眼科 700,000

文部科学省科研費若
手研究

文部科学省科研費基
盤研究（C）

羞明と明るさ感覚のダイナミックレ
ンジ順応の脳内メカニズムの解明 堀口　浩史 眼科 1,000,000



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

31,980,000

炭山　和毅 内視鏡部 1,300,000
日本医療研究開発機

構研究費（AMED)

深層学習アルゴリズムを活用した
大腸内視鏡用診断支援プログラ
ムの実用化研究

炭山　和毅

胃上皮性病変に対するプローブ
型共焦点レーザー顕微内視鏡の
診断能に関する多施設共同前向
き研究

日本医療研究開発機
構研究費（AMED)内視鏡部

文部科学省科研費若
手研究

文部科学省科学研究
費若手研究

バイオフィルムを介した胆管ステ
ント閉塞メカニズムの解明 炭山　和毅 内視鏡部 1,430,000

130,000

中山　恭秀

原　貴敏 リハビリテーション科 260,000

真珠腫性中耳炎に対する自己由
来鼻腔粘膜細胞シート移植治療
に関するフォローアップ治験

山本　和央
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
73,216,000

国立研究開発法人国
際医療研究開発機構
（AMED）再生医療実

用化研究事業

睡眠時無呼吸患者の持続陽圧
(CPAP)導出ビッグデータを利用
した、アドヒアランス向上と生活習
慣病改善を目指した基盤的研究

千葉　伸太郎
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
65,000

国立研究開発法人国
際医療研究開発機構
（AMED）循環器疾患・
糖尿病等生活習慣病
対策実用化研究事業

培養鼻腔粘膜上皮細胞の異所
移植による適応拡大：口腔粘膜
再生への応用展開に向けて

森野常太郎
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,690,000 若手研究

難聴治療のための継続的内耳薬
剤投与を可能とする経外耳道間
欠的陽圧システム（TIPPs）の開
発

栗原　渉
耳鼻咽喉・頭頸部外

科
1,540,000

国立研究開発法人国
際医療研究開発機構
（AMED）橋渡し研究

戦略的推進プログラム

中耳真珠腫における人工知能に
よる画像診断法の確立 高橋昌寛

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,300,000 若手研究

ヒト心臓を用いた大動脈弁閉鎖
不全症モデルの確立と生理的な

大動脈リングの開発
國原　孝

重症虚血性僧帽弁閉鎖不全症
に対する弁下組織介入形成術の

NCD利用多施設共同研究

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

文部科学省科研費基
盤研究（C）

体外衝撃波療法の追加はボツリ
ヌス毒素の上下肢痙縮軽減効果
を劇的に向上させるか

竹川 徹

麻痺筋であるハムストリングスの
筋出力を図り片麻痺患者のぶん
回しを消失させる研究

文部科学省科研費基
盤研究（C）リハビリテーション科

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

心臓外科 4,290,000

中村　賢・國原　孝 心臓外科 4,290,000

リハビリテーション科 1,400,000

長谷川　雄紀 リハビリテーション科 2,470,000

山田　尚基 リハビリテーション科 1,690,000

脳卒中下肢麻痺へのボツリヌス
療法の歩行改善にむけた新たな
治療戦略

文部科学省科研費基
盤研究（C）

せん妄における中枢神経ネット
ワークの評価法と非侵襲的脳刺
激治療の有効性の検討

整形外科 800,000

神経皮膚症候群および色素性乾
皮症・ポルフィリン症の学際的診
療体制に基づく医療 最適化と患

者 QOL 向上のための研究

舟﨑 裕記
厚生労働科学研究費
補助金 難治性疾患克

服研究事業

パーキンソン病患者への経頭蓋
磁気刺激療法による治療法と画
像解析方法の開発

文部科学省科研費基
盤研究（C）

血管外科 4,680,000
挫滅症候群に対するMRスペクト
ロスコピー法診断と新規細胞治
療法の確立

文部科学省科学研究
費若手研究

太田　裕貴
	

文部科学省科学研究
費若手研究

膵癌エクソソームと癌関連線維芽
細胞を介した薬剤耐性機序解明

と診断法の確立
島本奈々 内視鏡部 2,210,000
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実用化可能な新たな革新的バ
レット食道腺癌モデルの開発 矢野　文章 上部消化管外科 4,160,000

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

革新的実験モデルを用いた慢性
誤嚥性肺炎とCOVID-19重症化
の関連性の検討

増田　隆洋 上部消化管外科 1,800,000
文部科学省科学研究

費若手研究

MYC遺伝子関連肝癌における癌
免疫微小環境の解析と革新的治
療の開発

谷合智彦 肝胆膵外科 1,100,000
文部科学省科学研究
費
研究スタート支援

進行胃癌に対する多機能リポ
ソームを用いた新規治療の開発 宇野　耕平 上部消化管外科 4,030,000

文部科学省科学研究
費　基盤研究Ｃ

リン酸化酵素DYRK2に着目した
膵臓癌転移の機序解明と革新的
治療法の開発

堀内　堯 肝胆膵外科 1,100,000
文部科学省科学研究
費
若手研究

膵癌における上皮間葉転換関連
ライソゾームを標的とした革新的
治療戦略

羽村凌雅 肝胆膵外科 800,000
文部科学省科学研究
費
若手研究

肝細胞癌の上皮間葉転換におけ
るエクソソームの役割と分子生物
学的機序解明

恒松　雅 肝胆膵外科 1,200,000
文部科学省科学研究
費
若手研究

胆管癌におけるマイトファジー経
路の役割とその分子生物学的機
序解明

塩崎弘憲 肝胆膵外科 1,300,000
文部科学省科学研究
費
若手研究

膵癌におけるミトコンドリアダイナ
ミクスに注目した革新的治療法の
開発

坂本太郎 肝胆膵外科 900,000
文部科学省科学研究
費
若手研究

膵癌に於ける細胞接着因子ク
ローディン7の分子生物学的役割
と革新的治療の開発

奥井紀光 肝胆膵外科 1,200,000
文部科学省科学研究
費
若手研究

膵癌における糖脂質代謝異常と
発癌メカニズム、癌の進展に注目
した革新的治療の開発

安田淳吾 肝胆膵外科 900,000
文部科学省科学研究
費若手研究

膵臓癌におけるLysosome代謝酵
素経路の解明 白井祥睦 肝胆膵外科 400,000

文部科学省科学研究
費若手研究

膵癌特異的エネルギー代謝メカ
ニズムに基づく革新的治療の開
発

宇和川　匡 肝胆膵外科 1,300,000
文部科学省科学研究
費基盤研究（C）

肝細胞癌の発育進展におけるミト
コンドリア代謝に注目した革新的
治療の開発

恩田真二 肝胆膵外科 1,100,000
文部科学省科学研究
費若手研究

肝癌関連線維芽細胞エクソソー
ムmiRNAの分子生物学的機序解
明と革新的治療の開発

池上　徹 肝胆膵外科 1,000,000
文部科学省科学研究
費基盤研究（C）

腸内細菌による膵臓癌化学療法
抵抗性の機序解明と革新的治療
法開発

春木孝一郎 肝胆膵外科 1,000,000
文部科学省科学研究
費基盤研究（C）

130,000
文部科学省科学研究
費若手研究（B）

リン酸化酵素DYRK2を介する大
腸癌リンパ節転移の機序解明と
革新的治療法開発

衛藤　謙

高精細度肛門内圧検査器を用い
た直腸癌および肛門疾患手術後
の直腸肛門機能の評価

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）下部消化管外科 2,990,000

武田　泰裕 下部消化管外科

血管外科 4,680,000
挫滅症候群に対するMRスペクト
ロスコピー法診断と新規細胞治
療法の確立

文部科学省科学研究
費若手研究

太田　裕貴
	



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

(注) 1

2

3

計 184件

個細胞空間的degradome解析に
基づくプロテアーゼを介したがん

免疫制御の解析．

日本学術振興会科学
研究　基盤研究（B）

日本学術振興会科学
研究　若手研究

Napsin A発言に関わる転写因子
解析結果を基盤とした卵巣明細

胞癌発生機序解析．

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金

助成金）（　若手研究）

輸血・細胞治療部 1,300,000
輸血関連循環過負荷の低減に向
けたアクティブサーベイランスと輸

血教育用教材の開発
佐藤智彦

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

急性腎障害に対する持続血液透
析の国際標準量と日本標準量の
検証：ランダム化比較試験

藤井　智子 集中治療部 4,900,000

麻酔部 1,040,000

文部科学省科学研究
費若手研究

病院病理部 ¥3,700,000

岩本雅美 病院病理部 ¥1,430,000

下田将之

照井貴子 麻酔部 780,000

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

科研費基盤研究B
個細胞空間的degradome解析に
基づくプロテアーゼを介したがん
免疫制御の解明

女性医師の健やかなキャリアのた
めに－妊娠・出産とキャリアの実

態調査
川瀬和美

乳腺甲状腺内分泌外
科

4,420,000
文部科学省科学研究

費基盤研究（Ｃ）

麻酔部 910,000

乳がん再発抑制を目的とした
mTORシグナルを介した運動療

法の確立
野木裕子

乳腺甲状腺内分泌外
科

2,730,000

乳癌におけるDYRK2下流遺伝子
の探索と腫瘍増殖・浸潤制御機

構の解明．
井廻良美

乳腺甲状腺内分泌外
科

4,160,000

肺由来間葉系幹細胞と一酸化炭
素による急性肺傷害に対する新
規治療法創出

科研費基盤研究C

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

院内遠隔医療システムを利用し
た術後疼痛管理サービス(eAPS)
の構築とその評価

上園晶一

二酸化炭素による新たな脊髄保
護戦略

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）麻酔部 1,560,000

木田康太郎

呼吸器外科 4,160,000

大塚　崇 呼吸器外科 17,290,000

大塚　崇

130,000
文部科学省科学研究
費若手研究（B）

高精細度肛門内圧検査器を用い
た直腸癌および肛門疾患手術後
の直腸肛門機能の評価

武田　泰裕 下部消化管外科

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委
託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申
請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入
　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

ラット摘出灌流心臓を用いた心筋
収縮動態のナノレベル解析～麻
酔薬による影響の検証～

ペインクリニック 4,160,000円
慢性痛における中枢性感作とは
何かーマルチモーダルMRIによる

解明
倉田二郎

文部省科学研究費基
盤研究C

文部科学省科学研究
費基盤研究（Ｃ）

心停止蘇生後脳障害に対する水
素ナノバブルの治療効果の検証 池田浩平
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Mitsunaga M,
Ito K,

Nishimura T,
Miyata H,et al

雑誌名・
出版年月等

消化器・肝臓内科

Antimicrobial strategy for
targeted elimination of

different microbes,
including bacterial, fungal

and viral pathogens.

Commun Biol. 2022 Jul
4;5(1):647.

Miyazaki R,
Sakurai T,

Shimada M,et
al

消化器・肝臓内科

Bowel frequency (night)
and urgent defecation are
improved by budesonide

foam in patients with
ulcerative colitis: a

retrospective observational
study.

Saeki C,
Oikawa T,

Ueda K,et al
消化器・肝臓内科

Serum Insulin-Like Growth
Factor 1 Levels, Facture

Risk Assessment Tool
Scores and Bone Disorders

in Patients with Primary
Biliary Cholangitis.

Oikawa T,
Yamada K,

Tsubota A,et
al

BMC Gastroenterol. 2022
Aug 25;22(1):397.

Sakurai T,
Akita Y,

Miyashita H,et
al

消化器・肝臓内科

Prostaglandin E-major
urinary metabolite

diagnoses mucosal healing
in patients with ulcerative
colitis in remission phase.

J Gastroenterol Hepatol.
2022 May;37(5):847-854.

Saeki C,
Kinoshita A,
Kanai T,et al

消化器・肝臓内科

The Geriatric Nutritional
Risk Index predicts

sarcopenia in patients with
cirrhosis.

Sci Rep. 2023 Mar
8;13(1):3888.

Diagnostics (Basel). 2022
Aug 12;12(8):1957.

Ueda K,
Aizawa Y,

Kinoshita C, et
al

消化器・肝臓内科

Centrilobular zonal
necrosis is a unique

subtype of autoimmune
hepatitis: A cohort study.

Medicine (Baltimore). 2022
Jul 22;101(29):e29484.

Saeki C,
Matsuzaki J,

Kuroda M,et al
消化器・肝臓内科

Identification of circulating
microRNAs as potential
biomarkers for hepatic
necroinflammation in

patients with autoimmune
hepatitis.

BMJ Open Gastroenterol.
2022 Apr;9(1):e000879.

消化器・肝臓内科
Protein Kinase C Delta Is

a Novel Biomarker for
Hepatocellular Carcinoma.

Gastro Hep Advances. 2023;
2(1): 83–95.

Torisu Y,
Chiba M, Kato

M,et al
消化器・肝臓内科

Potential significance of
uncovered self-expandable

metal stents for distal
malignant biliary

obstruction: A propensity
score-adjusted competing
risk regression analysis.

Potential significance of
uncovered self-expandable

metal stents for distal
malignant biliary obstruction:
A propensity score-adjusted
competing risk regression

analysis.
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16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

19 Case report

Nakano M,
Torisu Y,

Nakagawa C,et
al

消化器・肝臓内科

Safety and efficacy of
pentazocine-midazolam
combination for pain and

anxiety relief in
radiofrequency ablation

therapy for hepatocellular
carcinoma.

JGH Open. 2022 Jul
17;6(8):569-576.
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

別紙「倫理委員会業務手順書」を参照 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年22回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 別紙「東京慈恵会医科大学利益相反管理規程」を参照 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年2回 

 ・研修の主な内容 

 人を対象とした医学系研究に関する倫理並びに研究実施に必要な知識及び技術に関すること 

(注）前年度の実績を記載すること。 



倫理委員会業務手順書 

更新履歴 
ver 版承認日 委員会名 内容 
1.1 平成 21 年 2 月 2 日 倫理委員会  
1.2 平成 21 年 9 月 7 日 倫理委員会 7.付議不要の項目を追加 
1.3 平成 21 年 10 月 5 日 倫理委員会 6.2 項、9.1 3)項に利益相反に関する事項追記 

1.4 平成 21 年 3 月 1 日 倫理委員会 
6.2 項、9.1 3)項に利益相反に関する事項削除 
6.1 1)項、6.1 5)項に利益相反 

1.5 平成 25 年 1 月 7 日 倫理委員会 4.1 項 ヒト幹細胞を用いた臨床研究に関する事項を追記 

1.6 平成 25 年 10 月 7 日 倫理委員会 4.1 項、6.1.5) 項に利益相反に関する事項追記 

1.7 平成 26 年 7 月 7 日 倫理委員会 

2項 倫理委員会の構成として第1倫理委員会と第 2倫理委

員会等を追記 
4.3 項 倫理委員会の構成変更に伴い審査区分を見直し 
8.1 項 迅速審査に委ねる事が可能な事項を具体的に追記 
9.4 項 倫理委員会規定に準じた記載へ変更  
11.4 項 本手順書の施行及び改訂に関して追記 
その他 実務内容に準じて一部修正及び誤記修正 

1.8 平成 26 年 9 月 1 日 倫理委員会 
8.1 項 迅速審査に委ねる事が可能な事項に関して追記 
11.4 項 守秘義務に関して追記 

1.9 平成 26 年 12 月 1 日 倫理委員会 

6 項 倫理審査申請システム導入に伴う委員会審査手順の

変更 
9 項 倫理審査申請システム導入に伴う倫理委員会承認後

の手続きの変更 

2.0 平成 27 年 3 月 2 日 倫理委員会 
人を対象とする医学系研究に関する倫理指針の施行に伴 
う改訂 

2.1 2019 年 12 月 2 日 倫理委員会 

4.3 項 未承認新規医薬品等審査委員会等の設置による審査

区分の見直し 
8.1 項 参照先の削除 
8.3 項 研究期間の延長に伴う変更 
9.3 項 記録の保存場所を追記 

3.0 2021 年 6 月 30 日 倫理委員会 
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針に 
対応した改訂 
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目次 
1. 目的 
2. 倫理委員会の設置 
3. 倫理委員会の開催 
4. 倫理委員会の審査 

4.1 審査事項 
4.2 審査資料・審査端末 
4.3 審査区分 
4.4 審査区分と関連委員会 
4.5 利益相反管理委員会との連携 
4.6 倫理審査の業務代行 

5. 審査の手順 
5.1 書類受付から審査結果までのながれ 
5.2 結果通知配布後 

6. 審査結果 
7. 迅速審査 
8. 倫理委員会承認後について 

8.1 関連委員会への手続き 
8.2 研究開始後に関して 
8.3 研究の中断もしくは中止・終了 

9. 記録の管理 
9.1 記録の作成 
9.2 記録の管理・保管 

10. 倫理委員等の役割・責務等 
10.1 倫理委員の教育、研修の確保 
10.2 情報公開 
10.3 守秘義務 
10.4 機関の長への報告 

11. その他 
11.1 研究者への倫理教育、研修会の確保 
11.2 研究に関わる契約書 
11.3 倫理指針に基づくモニタリング 

 
本手順書の施行及び改訂 
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1. 目的 
本手順書は、東京慈恵会医科大学（以下、本学）における倫理委員会の設置・運営・審査に関

する手順及び記録の保存方法を定めるものである。 

本手順書における治験とは、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律に定める所の医薬品及び医療機器の臨床試験のことである。 

 

2. 倫理委員会の設置 
学長は、東京慈恵会医科大学倫理委員会規程（以下、規程という。）を基に倫理委員会を設置す

る。東京慈恵会医科大学倫理委員会（以下、倫理委員会）は第1倫理委員会と第2倫理委員会から

構成される。 

委員会の運営に関する事務は倫理委員会事務局（以下、事務局という。）が担う．事務局は，臨床研

究支援センター内に置く． 

 

3. 倫理委員会の開催 
3.1 開催 

倫理委員会は、規程第5条に則り、原則として月1回（8月は除く）第１月曜日に開催する。 

開催はあらかじめ委員長から臨床研究支援センターを通じて各委員に電子メールで通知さ 

れる。 

委員長が必要と認めた場合は「東京慈恵会医科大学倫理委員会におけるWeb会議システムの利

用基準」に従い、Web会議システムにて開催することができる。 

3.2 成立要件 
1) 倫理委員会の成立要件は、規程第4条に定めるものとする。 

 

4. 倫理委員会の審査 
4.1 審査事項 

倫理委員会は、研究責任者から研究の実施の適否等について意見を求められたときは、「ヘル

シンキ宣言」および「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（倫理指針）

等に基づき、倫理的観点および科学的観点から研究機関及び研究者等の利益相反に関する情報

も含めて中立的かつ公正に審査を行い、文書により意見を述べる。 

・臨床研究法に基づく特定臨床研究は、国が認定した臨床研究審査委員会にて審査されるため

委員会では取り扱わない。 

・「再生医療等の安全性の確保等に関する法律」に基づく再生医療は国が認定した認定再生医

療等委員会にて審査されるため委員会では取り扱わない。 

 ・治験は，本学附属４病院院長が設置する治験審査委員会で審査される． 

 

4.2 審査資料・審査端末 
研究者は倫理委員会へ審査依頼をする際、学内イントラネットから以下の書類を用意・作成後、

倫理審査申請システム（以下、申請システムという）を使用して申請する。倫理委員会の審査

は電子端末（iPad）を使用する。 

なお、通信は携帯通信帯域（4G）或いは学内のWifiを使用する。 

1) 研究計画書 

2) 同意説明書 
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3) 同意書 

4) その他倫理委員会が必要とした資料 

＊研究内容により薬剤効能書、調査票、契約書もしくは覚書 

 

4.3 審査区分 

倫理委員会の審査区分は以下のとおりである。 

1) 人を対象とする医学系研究 

2) 人を対象とする医学系研究（ヒトゲノム・遺伝子解析を含む研究） 

3) 看護研究 

4) 症例報告 

5) その他 

 

4.4 審査区分と関連委員会 
   4.3で規定した医学系研究のうち 

第１倫理委員会は、介入或いは侵襲性を有する研究を中心に審査する。 
第 2 倫理委員会は、観察研究（看護研究を含む）を中心に審査する。 
＊申請課題に対する審査は、第 1 倫理委員長および第 2 倫理委員長の協議のもと各倫理委員会で行

う。 
申請された研究が「侵襲」を伴うか否か、また「侵襲」を伴う場合において当該「侵襲」を「軽微

な侵襲」とみなすことができるか否かについては、研究計画書の作成に際して研究者が判断し、そ

の妥当性を倫理委員会で判断する。 
 

その他、以下のものは、各委員会へ申請するものとする。 

・GCP準拠で行われる治験：治験審査委員会 

・未承認新規医薬品・適応外使用・医療機器等を用いた治療：未承認新規医薬品等審査委員会 

・本学で実施したことのない医療技術（軽度な術式変更などを除く）（新規性）で、実施によ

って患者の死亡その他の重大な影響が想定される治療：高難度新規医療技術審査委員会 

・臨床研究法に基づく特定臨床研究：認定臨床研究審査委員会 

・「再生医療等の安全性の確保等に関する法律」に基づく再生医療：認定再生医療等委員会 
 

4.5 利益相反管理委員会との連携 
研究者は、個人の利益相反と当該研究における利益相反について本学の利益相反管理委員会へ申

告する。本学の利益相反管理委員会は、倫理委員会に審査結果を報告する。倫理委員会は利益相

反管理委員会の審査結果をもとに審査を行う。 
 

4.6 倫理審査の業務代行（代理審査） 
本学以外の研究施設から倫理審査の業務代行の依頼があった場合、「倫理審査の業務代行（代

理審査）の運用基準」を基に倫理審査の業務代行（代理審査）を行うことができる。 

ただし、利益相反の審査は、研究者の所属機関において手続きを行い、審査を受ける。 

 

4.7 中央倫理委員会としての一括審査 
  本学及び他の研究機関の研究者からの審査依頼により、中央倫理審査委員会としての一括し

た審査等業務（一括審査）を行うことができる。一括審査の手順については、別に定める一

括審査の手順書の通りとする。 
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5. 審査の手順 

5.1 書類の受付から審査結果までの流れ 
申請から審査までは、倫理委員会イントラネットに掲載されたフローに従う。 

1) 申請・締切（申請者） 

研究者（申請者）は、新たに研究を行う場合4.2に審査資料を、申請システムを利用して 

申請する。 

同時に利益相反管理委員会に利益相反に関する手続きを行う。 

倫理委員会の申請の締切日は本学イントラネットで随時公表する。 

2) 提出書類の確認作業（事務局） 

事務局は、申請された書類について倫理指針に適合しているか否かを確認する。不備や修正

すべき事項は、システムを通じて研究者（申請者）へ通知する。 

3) 審査用資料の不備への対応(申請者) 

研究者（申請者）は、2）により通知を受けた場合、不備・修正すべき事項について対応を 

行う。 

4）申請書類受理（事務局） 

事務局は、3）により対応された申請書類について、受理し、受付番号ならびに通算番号を

付与する。 

5）委員の事前確認（倫理委員） 

4)により受理された申請は、各委員長が指名した倫理委員により事前確認が開始される。 

倫理委員は、システムのチェックシートを使用し、当該研究についての質問意見を述べる。 

また、倫理委員会への審査の可否と倫理委員会当日のインタビューの必要性を述べる。 

6）委員の事前確認の取り纏め及び研究者へフィードバック（事務局） 

5)により倫理委員よるチェックシートが提出された後、事務局は委員の意見を取り纏め、研

究者（申請者）へシステムを通じてフィードバックする。 

また、倫理指針第８章，第17，３迅速審査の要件に該当する場合は、迅速審査を行うことが

できる。 

7）事前確認後の本審査用資料の対応（申請者） 

研究者（申請者）は、6）の通知を受けシステム上で回答を行うとともに資料を修正し、審

査用資料として最新版の資料を、システムを使用して申請する。 

8）倫理委員会当日のインタビューの有無の連絡（事務局） 

7）対応後、各委員長が委員会当日のインタビューの有無について判断し、書面審査かイン

タビューを行うか決定する。 

研究者（申請者）はインタビューを求められた時は、対応しなければならない。 

9）審査端末への掲載（事務局） 

審査書類は倫理委員会の開催前（少なくとも4日前）に審査用端末に掲載される。 

10）倫理委員会での審議（倫理委員会） 

倫理委員会は最新版の書類・利益相反管理委員会からの結果をもとに審議する。 

なお、利益相反管理委員会への手続きを行っていない場合は、審議しない。 

事務局は審議した内容を議事録に纏め、次回の倫理委員会に報告する。 

11）結果通知書の交付（倫理委員会） 

倫理委員会での審査結果は、規程第6条第7項とし、結果通知書として研究者へ通知する。 

 

5.2 結果通知書配布後 
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実施医療機関として本学附属病院で研究を実施する際は、別に定める臨床研究（保険適応外診

療を含む）審査実施確認委員会規程に則り、申請を行うものとする。 

 

6. 審査結果 
審査結果の判定は、以下のとおりとし研究者（申請者）へ通知される。 

1． 承認 

2． 認めない 

3． 申請を要しない 

4． 修正を要する 

 

1)判定が『承認』の場合 

承認（条件付き）の場合は、研究者（申請者）は倫理委員会の指示通り修正する。 

また倫理委員長或いは倫理委員長が指名した者が、倫理委員会の指摘に従い修正されているか

どうかを確認し、問題がなければ承認とする。 

なお、倫理委員会から「承認」通知を受理した後、8.1に基づき研究内容に応じて関連委員 

会へ申請を行うものとする。 

2）判定が『認めない』の場合 

  申請した研究計画を実施することができない。 

3）判定が『申請を要しない』の場合 

申請課題が審査対象に該当しないという意味である。 

4）判定が『修正を要する』の場合 

研究者（申請者）が倫理委員会の指摘通りに修正し、訂正版の書類を以って次回以降の倫理委 

員会にて審議を行う。また、審査結果に異議がある場合には、研究者（申請者）から意見を述

べることができる。 

 

7.  迅速審査 

倫理委員会は、次に掲げるいずれかに該当する審査について、当該倫理委員会が指名する委員

による審査（ 以下「迅速審査」という。） を行い、意見を述べることができる。迅速審査の

結果は倫理委員会の意見として取り扱うものとし、当該審査結果は全ての委員に報告されなけ

ればならない。 

① 多機関共同研究であって、既に当該研究の全体について倫理委員会の審査を受け、その

実施について適当である旨の意見を得ている場合の審査 

②研究計画書の軽微な変更に関する審査 

③侵襲を伴わない研究であって介入を行わないものに関する審査 

④軽微な侵襲を伴う研究であって介入を行わないものに関する審査 

 

 

8. 倫理委員会承認後について 
 8.1 関連委員会への手続き 
承認された申請の内容に以下の内容が含まれる場合は、以下に記す委員会へ申請を行い、承 

認を得なければならない。 

  (1)病原体等が含まれる場合 委員会名：病原体等安全管理委員会 

  (2)遺伝子組換え等が含まれる場合 委員会名：遺伝子組換え実験安全対策委員会 
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  (3)本学附属病院（分院を含む）を実施場所とする場合 委員会名：各附属病院臨床研究実

施確認委員会 

 8.2 研究開始後に関して 
1.実施状況の報告について 

研究者（申請者）は研究開始後1年をこえない時期に当該研究の実施状況を申請システム 

通じて報告する。 

2.重篤な有害事象への対応 

研究者等は、侵襲を伴う研究の実施において重篤な有害事象の発生を知った場合には、 

有害事象の手順書に従い、研究対象者等への説明等、必要な措置を講じるとともに、速 

やかに研究責任者に報告しなければならない。 

研究責任者は申請システムを利用して研究機関の長（及び実施医療機関で実施する場合は実

施医療機関の長）に報告した上で、対応の状況及び結果を厚生労働大臣に報告し、公表しな

ければならない。 

 

重篤な有害事象とは 

有害事象のうち、次に掲げるいずれかに該当するものをいう。 

① 死に至るもの 

② 生命を脅かすもの 

③ 治療のための入院又は入院期間の延長が必要となるもの 

④ 永続的又は顕著な障害・機能不全に陥るもの 

⑤ 子孫に先天異常を来すもの 

 

3.研究計画の変更等 

  研究開始後に、研究計画の変更、研究者の変更もしくは研究期間の延長等があった場 

合、申請システムにより「申請内容変更申請書」をもって申請し、承認を得るものとする。 

研究期間は、研究の内容に応じて研究者自ら設定するが、原則として5年以内とする。 

  ただし、倫理委員会が認めた場合、5年を超えることができる。 

 8.3 研究中断もしくは中止・終了 
1) 中断もしくは中止 

下記の事項が判明した場合は、ただちに研究を一旦中断もしくは中止し、遅延なく学長及び病

院長へ報告する(倫理委員会規定第5条4項、臨床研究実施規程第9条(3)) 

・ 重篤な有害事象 
・ 研究計画からの大幅な逸脱 

・ 安全体制の不備 

・ 研究・治療成果が見込まれない 

・ 研究の倫理的妥当性もしくは科学的合理性を損なう事実が判明した場合 

2) 終了 

研究が終了した場合、申請システムを使用して「研究終了報告書」を提出する。 

 

9. 記録の管理 
9.1 記録の作成 
事務局は、倫理委員会の開催、審査記録及び学長への報告に関する以下の資料を保存する。な

お、保存責任者は臨床研究支援センター長とする。 
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当業務手順書 

倫理委員会審査の審査対象となった資料 

倫理委員会議事要旨 

倫理委員会議事録 

結果通知書（写） 

決裁書類 

その他委員長が必要と認めたもの 

9.2 記録の管理・保菅 
記録等は、紛失、毀損しないように、臨床研究支援センター内の鍵のかかるキャビネットに保

管され、関係者以外は原則として入室できない。 

文書の保管期間は、研究終了後5年間とする。 

 

 

10 倫理委員等の役割・責務等 
10.1 倫理委員等の教育、研修の確保 
倫理委員会の委員及び事務局は、審査及び関連する業務に先立ち、倫理的観点及び科学的観点

からの審査等に必要な知識を習得するための教育・研修を受けなければならない。また、その

後も、適宜継続して教育・研修を受けなければならない。 

10.2 情報公開 
当手順書、委員名簿、年間申請件数および会議記録の概要は本学ホームページを用いて公開さ

れる。 

10.3 守秘義務 
倫理委員および事務局は、その業務上知り得た情報を正当な理由なく漏洩しては 

ならない。またその業務に従事しなくなった後も同様とする。 

10.4 機関の長への報告 
倫理委員およびその事務に従事する者は、審査を行った研究に関連する情報の漏えい等、研 

究対象者等の人権を尊重する観点並びに当該研究の実施上の観点及び審査の中立性もしく 

は公正性の観点から重大な懸念が生じた場合には、速やかに学長に報告する。 

 

11 その他 
11.1 研究者への倫理教育、研修会の確保 
倫理指針（人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針）に則り、学長は、研究に

関する倫理ならびに研究の実施に必要な知識及び技術に関する教育・研修を当該研究機関の研

究者等が受けることを確保するための措置を講じる。 

11.2 研究に関わる契約書 
倫理指針に基づく研究のうち、契約に基づく研究（共同研究或いは委受託研究）を行う場合は、

当該契約書（双方で合意が得られたもの）を倫理委員会の審査資料とし、倫理委員会の承認を

得た上で契約を締結するものとする。更に本学附属病院を実施医療機関とする研究は、倫理委

員会承認後、病院に設置された臨床研究実施確認委員会の議を得た上で、契約を締結するもの

とする。 

（１） 契約者等 

①締結者：原則として学校法人慈恵大学理事長 

②締結日：原則として調印した日 
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③本学附属病院を実施医療機関とする場合は、実施医療機関名を契約書に記載する。 

   なお、契約者並びに締結日については、研究及び契約内容によって原則の通りとならない

場合がある。 

（２） 契約書の保管等 

①原資料と同様、原則研究責任者が保管 

②契約書に記載された期間まで保管 

契約内容に変更が生じた際は、研究責任者は覚書にて対応を行うものとする。 

11.3 倫理指針に基づくモニタリング及び監査 
倫理指針に基づく研究のうち、本学に在籍していない学外者が、モニタリング及び監査等によ

り倫理委員会の資料等の閲覧（電子カルテによる閲覧含む）を行う場合は、11.2項による契約

を交わした上で、モニタリングフロー図を基に所定の手続きを行うものとする。 
 

本手順書の施行及び改訂 
本手順書は2021年6月30日から施行する。また、本手順書は、必要に応じ、検討を加えた上 

で、見直しを行うものとする。 



東京慈恵会医科大学利益相反管理規程

制定 平成21年6月25日

改定 平成24年3月 1日

改定　令和2年4月1日　

第１章　総則

(目的)

第１条　この規程は、東京慈恵会医科大学利益相反マネジメント・ポリシーに基づき、東京慈恵会医科大学(以下「本学」という。)の教職員等の利益相反を適切に

管理し、かつ、教職員等の利益相反による不利益の防止を図ることを目的とする。

(適用範囲)

第２条　この規程は、次の各号に掲げる者について適用する。

（１）本学の役員

（２）本学に常勤・非常勤を問わず雇用されている教職員

（３）本学の大学院生、学生で、産官学連携活動に参加することが明記されている者

（４）その他第４条に規定する委員会が指定する者

(利益相反管理の対象)

第３条　この規程に基づく利益相反の管理は、前条各号に規定する者が次の各号に掲げる活動を行う場合を対象として行うものとする。なお、前条各号に規定する

者と生計を一にする配偶者及び一親等についても利益相反が想定される場合には利益相反管理の対象となる。

（１）学外に対して産官学連携活動を含む社会貢献活動(企業等へ兼業、共同研究、受託研究等)を行う場合

（２）企業等から一定額以上の金銭(給与、謝金、原稿料等)若しくは便益(物品、設備、人員等)の供与又は株式等の経済的利益(公的機関から受けたものは除

く。)を得る場合

（３）企業等から一定額以上の物品、サービス等を購入する場合

（４）その他次条に規定する委員会が対象とすることを認める場合

第２章　利益相反管理委員会

(設置)

第４条　利益相反を適正に管理するため、利益相反管理委員会を置く。



(審議事項)

第５条　利益相反管理委員会は、次の各号に掲げる事項について審議する。

（１）利益相反による弊害を防止するための施策の策定に関すること。

（２）利益相反に関して個々のケースが本学として許容できるか否かに関すること。

（３）利益相反管理のための調査に関すること。

（４）利益相反に関する社会への情報公開に関すること。

（５）その他本学の利益相反に関する重要事項

(利益相反管理のための調査)

第６条　前条第3号に規定する調査は、次の各号に掲げる方法により実施する。

（１）利益相反自己申告書の請求

（２）事情聴取

（３）助言指導等

（４）状況観察

（５）その他利益相反管理のための調査に必要と認める方法

２．前項各号に掲げる調査の実施手続は、利益相反管理委員会が決定する。

(審査、勧告、決定等の手続)

第７条　利益相反管理委員会は、前条の規定により実施した調査に基づき、利益相反状況を審査し、第２条に規定する者の利益相反に関して大学として許容できる

か否かについて判定する。

２．利益相反管理委員会は、前項の規定による審査の結果、改善が必要と判断した活動を行う者に対しては、改善勧告を行うものとする。

３．利益相反管理委員会は、前項の改善勧告を行った場合は、当該活動を行う者の状況を観察する。

(不服申し立て)

第８条　利益相反管理委員会の決定に不服があるときは、委員会からの結果通知を受けた後14日以内に、学長宛の不服申し立て審査請求書を利益相反管理委員会に

提出することにより、再審査を請求することができる。

２．学長は、前項の再審査の請求を受けたときは、利益相反再審査委員会を設置できる。同委員会は速やかに再審査を行う。

３．利益相反再審査委員会は、学長が指名する若干名で構成し、委員長は学長が指名する。

４．利益相反再審査委員会は、再審査の請求に係る活動についての審査結果を学長に報告する。

５．学長は、当該活動について改善が必要であると認めるときは、当該活動を行う者に対して改善を命じ、改善が必要でないと認めるときは、利益相反管理委

員会の改善勧告を取消し、その旨を当該活動を行った者に通知する。



(利益相反自己申告書等の保存)

第９条　利益相反管理委員会は、提出された利益相反自己申告書等を個人情報として管理し、５年間保存する。

(研修の実施)

第10条　利益相反管理委員会は、利益相反管理の対象となり得る者に対して、適宜説明会を開催する。

(情報開示)

第11条　利益相反管理委員会は、本学の利益相反に関する情報を必要な範囲で学外に開示することにより、社会に対する説明責任を果たすものとする。

２．利益相反に関する学外からの調査等に対しては、利益相反管理委員会が対応する。

３．利益相反管理委員会は、学外への情報開示に当たって、教職員その他の者の個人情報の保護に留意するものとする。

(組織)

第12条　利益相反管理委員会は、学長が指名する数名の委員をもって組織する。

２．前項の学長が指名する委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

３．利益相反管理委員会の委員長は学長が任命する。

４．委員長は、利益相反管理委員会を招集し、その議長となる。ただし、委員長が不在になる場合は、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行す

る。

(開催)

第13条　利益相反管理委員会は、必要に応じて適宜開催する。

(定足数及び議決)

第14条　利益相反管理委員会は、委員の2分の1以上の出席をもって成立する。議決は出席者の過半数による。

(意見の聴取)

第15条　利益相反管理委員会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。

第３章　利益相反相談窓口

(設置)

第16条　利益相反による問題を未然に防ぐため、教職員の相談窓口を研究推進課に設置する。

(業務)



第17条　利益相反相談窓口は、次の各号に掲げる業務を行う。

（１）利益相反管理委員会及び相談窓口に関する業務は、関係部署の協力を得て、研究推進課が行う。

（２）教職員からの利益相反に関する質問又は相談に対する助言及び指導に関すること。

（３）業務に関する報告書をまとめ、利益相反管理委員会に提出すること。

（４）その他利益相反委員会より付託された利益相反に関する事項の検討。

第４章　守秘義務

(委員等の義務)

第18条　利益相反管理委員会の委員並びに利益相反相談窓口は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職務を退いた後も同様とする。

２．第１５条の規定により利益相反管理委員会に出席を求められた者及び第１６条の規定により事務を行う者については、前項の規定を準用する。

第５章　雑則

(雑則)

第19条　この規程に定めるもののほか、利益相反の管理に関し必要な事項は、別に定める。

（主管部署）　

第20条　委員会の主管部署は大学事務部研究推進課とする。

(規程の改廃)

第21条　この規程の改廃は、利益相反管理委員会の議を経て学長が行う。

　

附　則

この規程は、令和2年4月1日から施行する。



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容  

 

専門修得コースプログラム概要を参照 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数          154 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

猿田 雅之 消化器･肝臓内科 診療部長          26年  

井口 保之 脳神経内科 診療部長          30年  

横尾 隆 腎臓･高血圧内科 診療部長          32年  

黒坂 大太郎 リウマチ･膠原病内科 診療部長          38年  

吉村 道博 循環器内科 診療部長          37年  

西村 理明 糖尿病・代謝・内分泌内科 診療部長          32年  

矢野 真吾 腫瘍・血液内科 診療部長          33年 内科統括責任者 

荒屋 潤 呼吸器内科 診療部長          29年  

平本 淳 総合診療部 総括責任者          34年  

繁田 雅弘 精神神経科 診療部長       40年  

大石 公彦 小児科 診療部長          29年  

朝比奈 昭彦 皮膚科 診療部長          36年  

衛藤 謙 外科 統括責任者          31年  

斎藤 充 整形外科 診療部長          31年  

村山 雄一 脳神経外科 診療部長          33年  

宮脇 剛司 形成外科 診療部長          33年  

國原 孝 心臓外科 診療部長          32年  

岡本 愛光 産婦人科 診療部長          37年  

木村 高弘 泌尿器科 診療部長          27年  

中野 匡 眼科 診療部長         36年  

山本 裕 耳鼻咽喉科 診療部長          33年  

安保 雅博 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼｮﾝ科 診療部長      33年  

尾尻 博也 放射線科 診療部長        34年  

三尾 寧 麻酔科 診療部長      31年  

藤井 智子 ＩＣＵ 診療部長      16年  

炭山 和毅 内視鏡部 診療部長      25年  

吉田 正樹 感染制御部 診療部長      38年  

下田 将之 病院病理部 診療部長 23年  

武田 聡 救急部 診療部長      32年  

林 勝彦 歯科 診療部長 33年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

















 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 該当なし 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画   ②．現状  
管理責任者氏名 院長 小島 博己 

  管理担当者氏名 事務部長 横山 秀彦 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に

掲
げ
る
事
項 

病院日誌 院長室、管理課 
業務課他 

主に年度別、診療科別に
各部署にて保管。 
診療録は患者毎に保管。 
病院外への持ち出しは
認めていない。 

各科診療日誌 管理課、業務課 他 
処方せん 診療情報室 
手術記録 診療情報室 
看護記録 診療情報室 
検査所見記録 診療情報室 
エックス線写真 診療情報室 
紹介状 診療情報室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療情報室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲

げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 
臨床研修センター 
教員・医師人事室 

従事者数の帳簿は、電子
媒体、紙媒体で保管。 
その他は、年度毎に電子
媒体、紙媒体で各部署に
て保管。 

高度の医療の提供の実績 診療各科、管理課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

診療各科、管理課 

高度の医療の研修の実績 診療各科、管理課、 
臨床研修センター 

閲覧実績 管理課、業務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

診療各科 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

管理課、業務課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全推進部及び関
係各部署 

医療安全管理指針に基
づき年1回以上、指針の
改定等の必要性につい
て審議する 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全推進部 毎月、セ－フティマネジメ
ント委員会を開催。医療
安全推進部「委員会」ファ
イル 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全推進部 
年度計画を立て、医療安
全関係研修会等を企画
医療安全推進部「教育研
修」ファイル 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全推進部 
セ-フティマネジメント委

員会、セ-フティマネ-ジャ

-会議にて分析、指導を実

施。重大事例には事例検討

会を開催し分析、再発防止

策を検討医療安全推進部

「管理」ファイル 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策定
状況 

感染対策部 東京慈恵会医科大学附
属病院感染対策指針によ
る 

院内感染対策のための委員会の開
催状況  

感染対策部 毎月、感染対策委員会を
開催。感染対策部「感染
対策委員会」ファイル 

従業者に対する院内感染対策のた
めの研修の実施状況  

感染対策部 年度計画を立て、感染対
策関係研修会等を企画。
医療安全推進部「教育研
修」ファイル 

感染症の発生状況の報告その他の
院内感染対策の推進を目的とした
改善のための方策の実施状況  

感染対策部 感染対策委員会にて報
告、検討 
院内ラウンドの実施 
感染対策部ファイル 

医薬品安全管理責任者の配置状況
  

医療安全推進部 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指
針による 

従業者に対する医薬品の安全使用
のための研修の実施状況  

医療安全推進部 
 

年度計画を立て、医薬品
安全使用関係研修会等
を企画。医療安全推進部
「教育研修」ファイル 

医薬品の安全使用のための業務に
関する手順書の作成及び当該手順
書に基づく業務の実施状況   

医療安全推進部 
 

「医薬品安全使用のた
めの業務手順書」 
「実施状況調査」ファイ
ル 

医薬品の安全使用のために必要と
なる未承認等の医薬品の使用の情
報その他の情報の収集その他の医
薬品の安全使用を目的とした改善
のための方策の実施状況 

医療安全推進部 
 

「医薬品安全使用のた
めの業務手順書」 
「実施状況調査」ファイ
ル 

医療機器安全管理責任者の配置状
況 

医療安全推進部 
 

東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指
針による 

従業者に対する医療機器の安全使
用のための研修の実施状況 

医療安全推進部 
 

eラーニング配信を基本
としている。対面講習は
、新規導入機器の導入前
や病棟からの要請時に
実施している。 

医療機器の保守点検に関する計画
の策定及び保守点検の実施状況 

臨床工学部 東京慈恵会医科大学附
属病院セーフティマネ
ジメントマニュアル 
「医療機器の保守点検
・安全使用に関する管理
手順書」による。 

医療機器の安全使用のために必要
となる情報の収集その他の医療機
器の安全使用を目的とした改善の
ための方策の実施状況 

医療安全推進部 
 

東京慈恵会医科大学附
属病院セーフティマネ
ジメントマニュアル 
「医療機器の保守点検
・安全使用に関する管理
手順書」による。 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全推進部 
 

東京慈恵会医科大学附属病
院医療安全管理指 
針による 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染対策部 東京慈恵会医科大学附属病
院医療安全管理部門感染対
策部運営細則による 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全推進部 東京慈恵会医科大学附属病
院医療安全管理指 
針による 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

診療情報室 東京慈恵会医科大学附属
病院インフォームド・コン
セントに関する規程によ
る 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

診療情報室 東京慈恵会医科大学附属
病院診療情報管理規程に
よる 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全推進部 東京慈恵会医科大学附属病
院医療安全管理指 
針による 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

管理課 東京慈恵会医科大学附属
病院高難度新規医療技術
審査委員会規程による 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 東京慈恵会医科大学附属
病院未承認新規医薬品等審
査委員会規程による 

監査委員会の設置状況 管理課 東京慈恵会医科大学附属
病院医療安全監査委員会
規程による 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全推進部 死亡例報告書・医療安全連
絡会議議事録 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全推進部 東京慈恵会医科大学附属病
院医療安全管理指 
針による 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全推進部 東京慈恵会医科大学附属
病院患者相談室運営規程
による 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全推進部 セーフティマネジメント
マニュアル（ファイル版・
携帯版）に受付窓口を掲載 

職員研修の実施状況 医療安全推進部 
 

年度計画を立て、医療安全
関係研修会等を企画。医療
安全推進部「教育研修」フ
ァイル 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全推進部 
 

東京慈恵会医科大学附属病
院医療安全管理指 
針による 

管理者が有する権限に関する 秘書課 学校法人慈恵大学理事会業



 
 

状況 務委任規則 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

秘書課 東京慈恵会医科大学の附

属病院長選任等規則 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

秘書課 学校法人慈恵大学理事会

会議規則 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　2　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　　　　　件

歯科医師 延　　　　　　　　　件

国 延　　　　　1　　　件

地方公共団体 延　　　　　2　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　事務部長　横山　秀彦

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 　院長　小島　博己

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

病院若しくは病院長宛の文書による依頼に基づき、病院長が認めた内容について閲覧場所
（附属病院会議室）を定めて実施。
閲覧時は、当院教職員が立ち会うものとする。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　附属病院会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 

1 

 

規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
・ 指針の主な内容： 

1.医療安全管理に関する基本的な考え方 

 2.医療安全管理のための組織・体制 

 3.医療に係わる安全管理のための職員研修 

 4.医療問題発生時の報告・対応 

5.重大な医療事故発生時の対応 

6.患者との情報共有 

7.基本指針の開示 

8.他の特定機能病院あるいは他の附属病院との連携 

9.医療安全監査委員会の設置 

10.医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合の情報提供窓口の設置 
  
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

 
・ 設置の有無（ 有・無 ）名称：セーフティマネジメント委員会 
・ 開催状況：年 １２回 
・ 活動の主な内容： 

1.医療事故防止対策の検討 

 2.医療事故の分析及び再発防止策の検討 

 3.医療事故防止のための提言 

 4.医療安全推進のための啓発､教育､広報及び出版 

 5.医薬品､医療機器の安全管理及び院内感染の防止 

 6.医療安全の推進に関すること 

 7.スタットコール(院内救急)に関すること 

  8.院内迅速対応システム(RRS)に関すること 
 
 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 
集合 年 105回 
e-learning 10項目 

 
・ 研修の主な内容： 

1.医療安全基礎研修1【e-ラーニング】 

2.医療安全基礎研修2【e-ラーニング】 

 3.4病院合同セーフティマネジメントシンポジウム【集合・e-ラーニング】 

 4.Team STEPPS研修 STEP1導入編【e-ラーニング】 

 5.委託・派遣職員対象に対する医療安全研修会【集合】 

 6.医薬品安全使用講習会【e-ラーニング】 

（1）｢ハイリスク薬の安全使用について｣ 
（2）｢大腸内視鏡検査における 経口腸管洗浄剤の安全な使用について｣ 
（3）｢抗がん剤の取り扱いと暴露対策について 
（4）｢(PMDA)医薬品副作用被害救済制度 前半｣ 
（5）｢(PMDA)医薬品副作用被害救済制度 後半｣ 

 7.院内発症脳卒中講習会【e-ラーニング】 

8.中途採用・異動・復職・派遣解除等教職員オリエンテーション【集合】 



 
 
 

 

2 

 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 

   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1.院長、医療安全管理部門長及び医療安全推進部等の管理部門への報告体制の確立と組織的対応

の実施 

  2.ネットワークパソコンによる医療問題発生報告システムの運用 

  3.緊急セーフティマネジメント委員会での事実確認及び組織的対応の実施 

  4.セーフティマネジメント委員会及びセーフティマネージャー会議、医療安全推進部を通じた再

発防止策の周知と徹底 

  5.医療問題分析ツールを用いた根本原因の分析と対策の立案 

  6.問題種別のワーキンググループによる再発防止対策の立案と実践 

  7.医療安全院内ラウンドによる評価、検証、フィードバックの実施 

  8.関東信越厚生局及び東京都福祉保健局、日本医療機能評価機構への適切な 
報告 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
・ 指針の主な内容： 

1.院内感染対策に関する基本的な考え方 
2.院内感染対策のための組織 
3.院内感染対策のための教職員に対する研修 
4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5.院内感染発生時の対応に関する基本方針 
6.当該指針の閲覧 
7.院内感染対策推進のために必要なその他の基本方針 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

  
・ 活動の主な内容： 

1.菌検出状況報告と対策の検討 
2.抗菌薬使用状況報告と対策の検討 
3.感染に関する問題発生報告と対策の検討 
4.血液体液汚染発生状況報告と対策の検討 
5.感染対策のための啓発、教育、広報に関する検討 
6.感染対策指針およびマニュアルの改訂、運用に関する検討 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

集合 年29回 
e-learning 3項目 

 
・ 研修の内容（すべて）： 
 

1.感染対策ベーシックレクチャー【e-learning】 
2.抗菌薬適正使用について【e-learning】 
3.研修医オリエンテーション：感染対策について【集合】 
4.新入職員・看護師オリエンテーシ【集合】 
5.レジデントFD・研修医CPC 
6.委託業者対象感染対策勉強会（標準予防策・新型インフルエンザ・ノロウイルス）【集合】 
7.中途採用・異動者・復職者オリエンテーション【集合】 
8.4病院合同セーフティマネジメントシンポジウム【集合】 
9.部署別勉強会【集合】 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況  
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

感染対策上重要な病原体が検出されると、検査室よりただちに感染対策部へ報告される。また、 
画像診断部医師による読影の際、結核が否定できない所見が発見された場合も感染対策部に報告 
されることとなっている。病棟などで、感染症の疑いが発生した場合にも、ただちに感染対策部 
へ報告され、担当者が対応する体制となっている。さらに、全病棟に病棟ICTを立ち上げ、感染 
対策部と定期的にミーティングを開催している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る
措置 

 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 

e-learning 5項目 
 
・ 研修の主な内容：  

1.医薬品安全使用講習会（2022.4.1～2023.3.31）【e-learning】 
(1)「ハイリスク薬の安全使用について」 
(2)「大腸内視鏡検査における経口腸管洗浄剤の安全な使用について」 
(3)「抗がん剤の取り扱いと曝露対策について」 
(4)「(PMDA) 医薬品副作用被害救済制度 前半」 
(5)「(PMDA) 医薬品副作用被害救済制度 後半」 
 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
  （主な改定内容） 

1.「医薬品の保管・管理」「規制医薬品」「毒薬」の保管・管理方法の追加に伴う改定 
2.「救急用薬品」の項目の保管・管理方法の追加に伴う改定 
3.「注射薬の投与」「準備」の手順の追加に伴う改定 
4.「投与後の経過観察」「確実・安全に投与されたかの確認」の手順の追加に伴う改定 
5.「医薬品の保管・管理」「注射薬」の保管・管理方法の明記に伴う改定 

 
手順書（チェックリストとして使用可）を関係部署へ配布し、実施状況の調査を年3回実施、
調査結果に基づき院内ラウンドで実施状況の確認を実施した。 
 

 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

1.嚥下造影検査（VF）におけるヨード造影剤（ビジパーク）の使用（医薬品適応外） 
2.小耳症術後患者における蓄熱式脱毛レーザーの使用（未承認医療機器） 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容：  
1.ハイリスク薬の掲載品目および表記を見直し、新規更新し院内周知を行った。 
2.病棟におけるインスリン製剤の保管･管理についての注意喚起を診療連絡速報で行った。 
3.「サイレース静注」と「セレネース注」のオーダ間違いによる誤投与事例を受け、「販売名類
似による注意喚起」を医療安全推進部・薬剤部で作成・配布し再発防止に取り組んだ。 

4.安全性速報「抗がん剤投与前の血液検査値の未確認」発出に伴い、医療安全推進部より診療連
絡速報を作成し、院内周知および注意喚起を行った。 

5.薬剤部医薬品情報室および病棟薬剤師と連携し、メーカー、インターネットからの情報収集、
部外講習会へ参加し情報の収集を行い、必要に応じて院内へ情報提供を行った。 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る 
安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
集合 226回 
e-learning 6項目 

 
研修の主な内容：2022年度実績 
 

e-ラーニングによる講習を中心とし、新しい医療機器の導入時や病棟からの要請時に集合形式の講
習会を実施している。内容は、医療機器を安全に使用するにための研修の義務、特定機能病院におい
て、特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器のうち特定の5機種について、20
分程度にまとめたものである。受講者数は、2,790名であった。 
内訳は下の通りである。 

 
医療機器安全講習会（開催回数、参加者数） 
1） 放射線部 5回（前年比：-18回）（参加者： 45名  前年比：-152名） 
2） 中央検査部 7回（前年比：+4回） （参加者： 86名  前年比： +46名） 
3） リハビリ科 8回（前年比：+4回） （参加者： 32名  前年比： +16名） 
4） 臨床工学部 

① 講習会  206回（前年比：+4回 （参加者： 1,752名  前年比：+265名） 
② eラーニング コンテンツ数：6（受講者： 875名 前年比-1,424） 

 
総計:226回（前年比：-6回）+ 6コンテンツ（参加者総数：2,790名 前年比：-1,249名） 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
人工心肺装置及び補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置、除細動器、閉鎖式保育器、診療用高エ
ネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射装置については、保守点検計画書に基づいた定期点検を
実施し、医療機器安全管理責任者が代表を務める「医療機器安全管理作業部会」にて進捗状況を報告
している。その他、輸液ポンプ、シリンジポンプ、心電図モニタなどは「医療機器定期点検提出マニ
ュアル」に準じて点検を実施している。また、機器ごとに「次回定期点検日」を貼付し、点検日が超
過している機器については「定期点検期日超過機器お知らせ」を配布している。使用前、使用中、使
用後点検についてはセーフティマネジメントマニュアルに準じて使用者が実施している。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
   
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：特になし。 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
1.病院保有でない医療機器を使用する際は「医療機器（臨時）使用許可願い」が提出され、医療機器
安全管理責任者への報告もなされている。 
2.未承認等の医療機器については、未承認医薬品等審査委員会（平成29年度新設）にて審議する。 
3.その他の情報収集と改善のための方策の実施状況は以下のとおりである。 
 
1）安全性情報 
①診療連絡速報（1回発行） 
2023年2月 No.2022-(284) A  
「テスト肺使用による人工呼吸器回路の再接続忘れ」 
②診療連絡報（13回発行） 
2022年4月 No. 2022-(23) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（3月分）」 
2022年5月 No.2022-(49) B  
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「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（4月分）」 
2022年6月 No. 2022-(85) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（5月分）」 
2022年7月 No. 2022-(105) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（6月分）」 
2022年8月 No. 2022-(130) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（7月分）」 
2022年9月 No. 2022-(131) B  
「医療機器点検済みシール貼付運用開始のお知らせ」 
2022年9月 No.2022-(159) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（8月分）」 
2022年10月 No.2022-(195) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（9月分）」 
2022年12月 No.2022-(255) B  
「除細動器点検記録簿改定のお知らせ」 
2023年1月 No.2022-(267) B 
「病棟管理の医療機器への点検済みシール貼付運用開始について」 
2023年1月 No.2022-(268) B  
「ベッドサイドモニタの点検実施について」 
2023年2月 No.2022-(275) B  
「「医療機器日常点検マニュアル」配布のお知らせ」 
2023年3月 No 2022-(315) B  
「医療機器の不具合等による自主回収製品への対応報告（1・2月分）」 
 
2）医療機器安全管理作業部会情報 
①医療機器安全管理情報（3回発行） 
2022年6月 63号 
「今年度もeラーニングによる医療機器安全使用のための研修を行います。」 
2022年7月 64号 
「レーザーファイバーケーブルの取り扱いついて」 
2022年11月 65号 
「ベッドサイドモニタ管理の注意点」 
 
3）医療機器の不具合情報の発信（発生時随時） 
自主回収報告数（発生件数） 
合計：20件（クラスⅠ：2件、クラスⅡ：18件、クラスⅢ：0件、計20件） 
(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 

・責任者の資格（医師・歯科医師） 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
病院長からの任命により、医療安全担当副院長（医師）が医療安全管理部門部門長ならびにセーフテ
ィマネジメント委員会委員長を務める。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
有（4名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬剤部医薬品情報室担当者と連携し、院内の医薬品使用状況の把握と安全情報の収集、医薬品等安 

全性関連情報の収集・管理、医薬品集の作成・定期的な更新。 

医薬品安全性情報の提供、新規採用薬品等に関する情報提供、製薬企業からの情報提供、その他の 

医薬品情報の提供。 

【情報提供の実施方法】 

・診療連絡速報・医療安全情報の配信 ・病棟薬剤師によるスタッフへの直接的な情報提供 

・病棟カンファレンスでの周知 ・DIニュース配布による周知 ・院内の関連会議での報告 

・イントラネット利用による周知 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 未承認等の医薬品の使用に関し、当該未承認等の医薬品の使用の状況の把握のための体系的な仕組

みの構築並びに当該仕組みにより把握した未承認等の医薬品の使用の必要性等の検討の状況の確

認、必要な指導及びこれらの結果の共有。 

・担当者の指名の有無（有・無） 
・担当者の所属・職種：（所属：薬剤部医薬品情報室，職種：薬剤師） 
 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況  有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：【遵守状況の確認】 

1.定期的に監査―質的監査、病棟監査、幹部職員ラウンド 

2.個別指導 

：【指導の主な内容】 

1.同意取得時の診療録への記録の徹底 

2.同意取得時の別添資料の有無の記載の徹底 



 
 
 

 

8 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

【記載内容の確認】 

1.定期的に監査―質的監査、病棟監査、量的監査（日次）、幹部職員ラウンド 

2.個別指導 

【指導の主な内容】 

1.記載マニュアルを基に記載方法の周知 

2.書き方講習会の開催 

3.病歴の記載不備、注射、処方、処置の必要性の記載不備の改善指導 

4.研修医の記載に関する、指導医の指導及び確認内容の記載の徹底を指導 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（８）名、専任（１）名、兼任（２）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（１）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（０）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

1.医療に係わる安全管理のための教職員研修 

2.医療問題発生時の対応 

3.医療事故発生時の対応 

4.医療問題発生報告システムを活用した標準的な医療から逸脱した症例（オカレンス）の把握 

5.医療安全ラウンドによる予防対策等の実施状況評価、検証、フィードバックの実施 

6.院内で実施されるハイリスク治療の早期把握ならびに関係者の情報共有を目的とした「ハイリス 

  ク症例カンファレンス」の開催 

7.患者相談窓口の設置 

8.患者との情報共有 

9.附属 4病院の連携強化（情報の共有） 

10.他施設との連携強化（情報の共有） 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
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⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況  

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 8件）、及び許可件数（ 8件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

1. 診療部長より申請が行われた際に当該申請内容を確認するとともに高難度新規医療技術審査委員

会に対して当該高難度医療技術の提供の適否、実施を認める条件等について意見を求める。 

2. 高難度新規医療技術審査委員会が述べた意見を踏まえ、当該高難度新規医療技術の提供の適否等

について決定し、申請を行った診療部長に対し、その結果を通知する。 

3. 高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されていたか否かに関し、定期的に、又は術

後に患者が死亡した場合、その他必要な場合には、手術記録、診療録等の記載内容を確認する。 

4. 高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されていたか否か、従業者の遵守状況の確認

を定期的に行っている。 

5. 高難度新規医療技術の提供の適否等について決定した時及び規程に定める事項の従業者の遵守状

況を確認した時は、その内容について病院長へ報告を行っている。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（100件）、及び許可件数（100件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

1.未承認新規医薬品等の使用申請内容を確認するとともに、未承認新規医薬品等審査委員会に対して 

当該未承認新規医薬品等医療の提供の適否、実施を認める条件等について意見を求める。 

2.未承認新規医薬品等審査委員会が述べた意見を踏まえ、当該未承認新規医薬品等医療の提供の適否 

等について決定し、申請を行った診療科の長に対し結果を通知する。 

3.未承認新規医薬品等医療が適正な手続きに基づいて提供されていたか否かに関し、定期的又は術後 
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に患者が死亡した場合、その他必要な場合に、手術記録、診療録等の記載内容を確認する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：４１２件（2022 年度） 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年１５８件（３ｂ以上） 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

【セーフティマネジメント委員会】 

  1.オカレンス・インシデント・アクシデントレポートに基づいた事例の把握ならびに原因分析に基

づいた防止対策・改善策についての協議ならびに院長への具申 

2.医療安全改善策の関連各部署への周知徹底の指導ならびに支援 

3.医療安全活動推進のための啓発、教育、広報活動 

4.医薬品ならびに医療機器の安全管理推進活動 

5.院内感染対策推進活動 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り 

（ 有（病院名：順天堂大学医学部附属順天堂医院、国立がん研究センター中央病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

  周術期の休薬に関して、主治医から指示・説明は実施されていますが、薬の服用を中止する理由

や中止することの危険性について説明をした上で、同意を取得するのが良いように思います。ご

検討ください。（国立がん研究センター中央病院） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ 

（ 有（病院名：順天堂大学医学部附属順天堂医院、国立がん研究センター中央病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 30日以内の再手術に関する報告を啓蒙していると伺った。医師の報告文化のさらなる醸成に引き

続きご尽力いただきたい。（順天堂大学医学部附属順天堂医院） 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談窓口の設置 
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⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況   集合 年 105回 e-ラーニング 10項目 

・ 研修の主な内容： 

1.医療安全基礎研修 1【e-ラーニング】 

2.医療安全基礎研修 2【e-ラーニング 

3.4病院合同セーフティマネジメントシンポジウム【集合・e-ラーニング】 

4.Team STEPPS研修 STEP1導入編【e-ラーニング】 

5.委託・派遣職員対象に対する医療安全研修会【集合】 

6.医薬品安全使用講習会 

（1）ハイリスク薬の安全使用について【e-ラーニング】 

（2）大腸内視鏡検査における 経口腸管洗浄剤の安全な使用について【e-ラーニング】 

（3）医薬品副作用被害救済制度 前半【e-ラーニング】 

（4）医薬品副作用被害救済制度 後半【e-ラーニング】 

（5）抗がん剤の取り扱いと暴露対策について【e-ラーニング】 

7.院内発症脳卒中講習会【e-ラーニング】 

8.中途採用・異動・復職・派遣解除等教職員オリエンテーション【集合】 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者：特定機能病院管理者研修 

医療安全管理責任者：特定機能病院管理者研修 

医薬品安全管理責任者：特定機能病院管理者研修 

医療機器安全管理責任者：特定機能病院管理者研修 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭ 医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

2023年 2月 20、21、22日、公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価「一般病

院３（3rdG：Ver.2.0）」を受審。2023年 4月 20日、中間的な結果報告書を受領。2023年 6月 9

日、中間的な結果報告書に対する改善報告書を提出。8月 24日、改善報告書に対する補充的審査を

受審。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 
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審査結果報告書受領後に公表予定。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

審査結果報告書受領後に措置予定。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 

 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

・ 基準の主な内容 

東京慈恵会医科大学附属病院長候補者選考委員会は、病院長候補者の選考にあ

たり、東京慈恵会医科大学の各病院長選任等規則第４条第１項の規定に基づき

、病院長に求められる資質・能力等について次のとおり定める。なお、本学の

定める病院の理念や基本方針を理解し、それを遂行しなければならない。  

  

１．医師であること  

２．心身ともに健全にして人格高潔であること  

３．組織管理能力など病院の管理運営上必要な資質、能力を有すること。具体

的には、当院又は当院以外の病院での組織管理経験等を有すること  

４．医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。具体的には、医療

安全管理業務の経験や患者安全を第一に考える姿勢及び指導力等を有する

こと 

５．診療及び臨床教育に関しての識見を有すること  

  

【病院の理念】  

「病気を診ずして病人を診よ」の教えに基づき、質の高い医療を実践し、医療

人を育成すること   により、社会に貢献し、患者さんや家族から信頼される病

院をめざす。  

  

【病院の基本方針】  

・患者さんや家族が満足する良質な医療を実践する。  

・先進医療の開発・導入など、日々、医療水準の向上に努める。  

・優れた技能を身につけ、豊かな人間性と倫理観を兼ね備えた医療人を育成す

る。  

・地域社会と連携し、きめ細やかな医療サービスを提供する。  

・全職員が誇りをもって働ける職場づくりを実践する。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 ホームページに公開 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

管理者の選考が「有」の場合は、ホームページに公開 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

丸毛 啓史 学校法人慈恵大学 

理事 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第1号委

員 

[寄附行為]理事 

第6条第1項第3号(教員) 

第6条第1項第4号(職員) 

第 6条第 1項第 6号(学識経験者) 

有・無 

髙橋 則子 学校法人慈恵大学 

理事 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第1号委

員 

[寄附行為]理事 

第6条第1項第3号(教員) 

第6条第1項第4号(職員) 

第 6条第 1項第 6号(学識経験者) 

有・無 

前田 新造 学校法人慈恵大学 

理事 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第1号委

員 

[寄附行為]理事 

第6条第1項第3号(教員) 

第6条第1項第4号(職員) 

第 6条第 1項第 6号(学識経験者) 

有・無 

繁田 雅弘 東京慈恵会医科大

学精神医学講 

座 講座担当教

授、診療部長 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第2号委

員 

(東京慈恵会医科大学附属病院の

診療部会議構成員) 

東京慈恵会医科大学医学部医学

科学生部長 

 

 

有・無 



 
 
 

 
村山 雄一 東京慈恵会医科大

学脳神経外科 

学講座 講座担当

教授、診療部 長 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第2号委

員 

(東京慈恵会医科大学附属病院の

診療部会議構成員) 

有・無 

大江 裕一

郎 

国立研究開発法人

 国立がん研究 

センター 中央病

院 副院長（教育 

担当） 

人材育成センター

長、がんゲノム情

報 

管理センター セ

ンター長補佐 併

任 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第3号委

員 

(本学と特別の関係がある者以外

の者) 

国立研究開発法人国立がん研究

センター中央病院副 

院長であり、医師、病院管理者と

して病院運営・管理の 

豊富な経験を有していることか

ら、外部有識者として適 

任である。 

有・無 

藤田 耕一

郎 

一般社団法人 東

京都港区医師会 

会長 

医療法人社団 松

柏会 藤田クリ 

ニック 院長 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第1項第3号委

員 

(本学と特別の関係がある者以外

の者) 

東京都港区医師会会長として行

政、多職種と連携し、 

諸課題を解決してきた実績があ

り、また病院管理者とし 

て高い見識を有していることか

ら、外部有識者として適 

任である。 

有・無 

山本 裕康 学校法人慈恵大学

 常務理事 

東京慈恵会医科大

学附属病院 副院長 

 東京慈恵会医科大学附属病院長

候補者選考委員会 

に関する内規第3条第2項委員 

(本委員会に必要と認められた者

) 

厚木市病院事業管理者、同市立病

院長を歴任し、当 

院のみならず当院以外での組織

管理経験が豊富なこ 

とから、病院管理者を選考する委

員として適任である。 

有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
   有・無 
   

・合議体の主要な審議内容 

（１）診療及び病院の管理・運営・中期計画に関する事項 

（２）病院の予算及び決算に関する事項 

（３）その他 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

 診療部長・所属長へメール配信後、各部署での回覧周知 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法 

イントラネットに公開 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
なお、規程では第３条３項で院長は必要に応じて第３条第１項に掲げる委員以外の者を出席させ、説
明・意見を求めることができると定めている。 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

小島 博己 ○ 医師 院長 

山本 裕康  医師 副院長 

瀧浪  將典  医師 副院長 

中野  匡   医師 副院長 

矢野  真吾   医師 副院長 

安保 雅博  医師 副院長 

玉上 淳子  看護師 副院長（看護部長） 

谷口 郁夫  医師 専務理事 

浅野 晃司  医師 理事 

横山 秀彦  事務員 事務部長 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

・管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
  
・公表の方法 

イントラネットに公開 
 
 ・規程の主な内容 

理事会は、東京慈恵会医科大学の附属病院の管理・運営に関する業務のうち理事長・学長・校

長・専務理事及び常務理事・理事への委任事項を除き、東京慈恵会医科大学の附属病院の管理

者としての所管業務および臨床教育・研究に関する業務を、病院長に委任する。 
 
 ・管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
  山本 裕康   副院長: 総務、危機管理、診療体制・救急体制の整備、関連施設人事 

瀧浪 將典   副院長: 医療安全・感染対策 
  中野 匡     副院長: 働き方改革、教員・医師キャリア支援の推進、イノベーション、 

未来医療 
  矢野 真吾   副院長: 卒前・卒後教育、臨床研修の質の向上、外来病棟運営 

 安保 雅博   副院長: 患者支援・医療連携、国際医療、病院広報 
  玉上 淳子  副院長: 看護、患者サービス、医療の質向上 
 
 ・病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

小島 博己 院長 ：日本医療機能評価機構主催「2022年度特定機能病院管理者研修」 
2023年2月9日参加 
 

瀧浪 將典 副院長：日本医療機能評価機構主催「2022年度特定機能病院管理者研修」 
2023年1月26日参加 
 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況： 

第 1回 2017年 6月 6日 、第 2回 2017年 9月 28日、第 3回 2018年 2月 13日 

第 4回 2018年 6月 19日、第 5回 2018年 12月 4日、第 6回 2019年 9月 12日 

第 7回 2020年 3月 2日 、第 8回 2020年 6月 24日、第 9回 2020年 12月 8日 

第 10回 2021年 6月 29日、第 11回 2021年 12月 14日、第 12回 2022年 6月 14日 

第 13回 2022年 12月 13日 

・活動の主な内容：附属病院の適正な医療安全管理体制を確保することを目的とする。 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：ホームページに掲載 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

橋本 廸生 公益財団法人

日本医療機能

評価機構  理

事・横浜市立大

学 名誉教授 

 

 

○ 

医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 １ 

棚瀬 慎治 弁 護 士 法 人 

棚瀬法律事務

所・弁護士 

 法律に関する識

見を有する者 

有・無 １ 

岩本 裕 ＮＨＫラジオ

センター・チー

フ・プロデュー

サー 

 医療メディアに

関する識見を有

する者（医療従事

者以外の者） 

有・無 ２ 

落合 和徳 東京慈恵会医

科大学客員教

授 

新百合ヶ丘総

合病院常勤顧

問 

 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 １ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

 
理事長の下に監査室を設置し、監事及び外部監査人と連携し、内部監査を効率的かつ効果的に実
施している。 

  内部監査は、この法人の業務運営および会計処理の適正性等について、公正かつ客観的に調査及

び検証し、その結果に基づき改善・合理化への助言・提言等を行うことにより、法人の健全な運

営に資することを目的とする。 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

イントラネットに公開 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

理事会は寄附行為に定めたもののほか、必要な事項を定めることを目的とする。 

会議の招集、招集手続および議長については寄附行為に定めるところによる。 

議長については、寄附行為に規定するもののほか、開会及び閉会を行い、会議の運営を主宰し

、その秩序を維持する。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

ホームページに公開 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（ 年 1件 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

（１）セーフティマネジメントマニュアル 

（２）イントラネット 

（３）教員・医師ハンドブック 

（４）新入職員研修の手引き 

（５）診療連絡報 
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